
　３月上旬、メロンの生産者である松本憲一さ
んのハウスでは、町特産クレオパトラメロンの
定植が行われました。（関連記事は 31ページ）
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新
た
に
建
築
さ
れ
た
中
央
公
民

館
泊
分
館
に
は
、
会
議
室
を
は
じ

め
講
演
会
や
各
種
教
室
を
行
う
た

め
の
研
修
室
が
整
備
さ
れ
て
い
る

ほ
か
、
音
楽
や
太
鼓
な
ど
大
き
な

音
に
対
応
し
た
多
目
的
室
、
料
理

教
室
な
ど
を
行
う
調
理
実
習
室
、

み
ん
な
が
集
う
こ
と
が
で
き
る
ふ

れ
あ
い
ロ
ビ
ー
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
は
「
湯
梨
浜
み
ん
な
の
げ
ん
き

館
」（
施
設
の
詳
細
は
次
ペ
ー
ジ

を
参
照
）
と
し
て
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
マ
シ
ン
を
活
用
し
た
体
力
づ
く

り
や
幅
広
い
年
代
の
健
康
づ
く

り
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
支
援
を
行

い
ま
す
。
老
若
男
女
多
く
の
人
に

利
用
で
き
る
施
設
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
ぜ
ひ
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

◆記念式典◆
＜ 10時～ 11 時 30 分＞
　開館を祝し、関係者による
記念式典を行います。
※関係者のみの式典になりま
すので、一般の方の参加はご
遠慮ください。

◆泊分館・げんき館施設見学会◆
■時間　13時～16時
※この日は一般利用はできま
せん。

◆イベント◆
＜13時30分～14時10分＞
【講演会】
■�演題　「 面 白 い 事 を や ろ

う～想像からの創造～」
■�講師　山田太一さん（湯梨

浜無人航空そらあい 代表）
■定員　先着 40 人
■申込期限　４月 18 日（月）
【工作教室】
▼第１部
　＝13時30分～50分
▼�第２部
　＝13時50分～14時10分

■内容　
　かわいいモビールを作ります。
■講師　森本せつさん
■定員　各部とも 15 人
■申込期限　４月 18 日（月）
【バザー】
＜ 13時 30 分～＞
　クッキー、ドーナツ、スコー
ン、山菜おこわなどを販売し
ます。

泊分館開館記念式典・イベント
４月 24日（日）10 時～

　
旧
施
設
の
老
朽
化
に
よ
り
建
て

替
え
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
中
央

公
民
館
泊
分
館
が
４
月
に
開
館
し

ま
す
。
社
会
教
育
・
生
涯
学
習
の

拠
点
と
し
て
、
ま
た
泊
地
域
の
に

ぎ
わ
い
づ
く
り
と
し
て
そ
の
活
用

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

【中央公民館泊分館施設概要】
■所在地　泊 1204 番地１
■構造　鉄筋コンクリート２階建て
■�延床面積　1128.98 ㎡（▼１階＝会議室、調理実習室、

和室▼２階＝研修室１、研修室２、多目的室）
※館内各部屋の利用は、４月25日（月）以降となります。

中央公民館泊分館
みんなのげんき館が開館

【問い合わせ】
中央公民館泊分館・湯梨浜みんなのげんき館（℡ 34-3011）

中央公民館泊分館
みんなのげんき館が開館
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区分 単位
金額（円）

町内 町外

トレーニングルーム
個人 １人１回につき 200 400

回数券 11 枚つづり 2,000 4,000
シャワー室 １人１回につき 100

【げんき館利用料金】

１ブロック  ９時 00 分～ 10 時 30 分
２ブロック 10 時 30 分～ 12 時 00 分
３ブロック 12 時 00 分～ 13 時 30 分
４ブロック 13 時 30 分～ 15 時 00 分
５ブロック 15 時 00 分～ 16 時 30 分
６ブロック 16 時 30 分～ 18 時 00 分
７ブロック 18 時 00 分～ 19 時 30 分
８ブロック 19 時 30 分～ 21 時 00 分

【げんき館利用時間割】

げ
ん
き
館
の
利
用
に
つ
い
て

▼�

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
利
用

は
、
一
人
一
回
ま
た
は
回
数
券

１
枚
に
つ
き
90
分
で
す
。
利
用

料
金
に
つ
い
て
は
左
表
「
げ
ん

き
館
利
用
料
金
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▼�

利
用
は
中
学
校
卒
業
以
上
と
し

ま
す
。

▼�

次
の
人
は
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
の
利
用
料
金
は
無
料
で
す
。

①
町
内
在
住
の
70
歳
以
上
の
人

②
身
体
な
ど
に
障
が
い
が
あ
る
人

③
ゆ
り
は
ま
げ
ん
き
ク
ラ
ブ
会
員

▼�

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
利
用

は
、
１
回
に
つ
き
最
大
90
分
ま

で
に
な
り
ま
す
。
１
日
を
90
分

×
８
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
お

り
、
１
回
に
つ
き
１
ブ
ロ
ッ
ク

の
み
利
用
可
能
で
す
。
な
お
、

ブ
ロ
ッ
ク
を
ま
た
い
で
の
90
分

の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。
利
用

時
間
に
つ
い
て
は
、
上
表
「
げ

ん
き
館
利
用
時
間
割
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▼��

利
用
の
予
約
は
、
利
用
当
日
の

７
日
前
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

▼�
シ
ャ
ワ
ー
室
の
利
用
は
一
人
一

回
当
た
り
10
分
以
内
で
お
願
い

し
ま
す
。

※
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
利
用

す
る
90
分
間
で
シ
ャ
ワ
ー
室
を
利

用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

▼�

今
後
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
を

活
用
し
た
運
動
教
室
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
広
報
ゆ

り
は
ま
５
月
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

場所 中央公民館泊分館１階
利用時間 ９時～ 21 時
休館日 毎週水曜日、12 月 29 日～１月３日

トレーニング
ルーム

ランニングマシン３台、エアロバイク２台、
筋力トレーニングマシン５台を設置

その他設備 更衣室（男女各１）、
シャワー室（男女各１、脱衣室有）

定員 一度にげんき館に入館できる人数は 10 人まで

【げんき館施設概要】

予約開始日 ４月 18 日（月）
無料体験日 ４月 24 日（日）13 時～ 17 時
利用開始日 ４月 25 日（月）

【げんき館の予約開始・無料体験・利用開始】

区分
金額（円）

町内 町外
ゆりはまヘルシーくらぶ会員 5,000

10,000
上記以外の人 7,000

【ゆりはまげんきクラブ会費】

　幅広い世代の町民が健やかに生き生きとした生
活を送るため、湯梨浜町「ゆりはまげんきクラブ」
会員を募集します。会員はトレーニング器具を活
用し、運動・スポーツの習慣化と健康増進を目指
します。また、会員には自分の運動プログラムや
運動履歴などを確認できる「げんきバンド」を配
布します。
■�会員登録期間　
　会員登録をした日から１年間（更新可）
■�参加条件　
　中学校卒業以上の人
■募集開始日　４月６日（水）
■�会費　下表のとおり
※町内在住の 70 歳以上の人または身体などに障
がいがある人は無料です

ゆ
り
は
ま
げ
ん
き
ク
ラ
ブ
会
員
を
募
集
し
ま
す
！
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　町内に住所を有する▼シニア世代 (55 歳以
上の人）▼子育て世代の女性（18歳までの子
どもがいる女性）▼就職氷河期世代（昭和 45
年４月２日から昭和 60 年４月１日までの間
に生まれた人）―を正規雇用した町内事業者
を支援します。
■対象者　
　次の要件を全て満たす事業者
① 町内に事業所（公的団体などは除く）を有

すること
②雇用保険法の適用事業の事業者であること
③ 雇用促進計画を町に認定された日から６カ

月以上継続雇用していること
④ 他の被雇用者を事業者の都合によって解雇

していないこと
⑤町税および公共料金を滞納していないこと
⑥ 賃金台帳などの法定帳簿類を備え付けてい

ること
⑦賃金の支払いが遅滞なく行われていること
⑧ハローワークなどに募集を公開していること
■対象となる被雇用者
　次の要件を全て満たす町内在住者
①雇用保険の被保険者
② 事業主が個人事業者の場合、事業主の三親

等以内の親族でない人
■奨励金の額
　１人につき 20 万円

雇用促進奨励金❶
　事業規模拡大を目的に、施設の増設または
移設を行う町内事業者を支援します。
■�対象者　
　施設の増設または移設のための投資額が
１千万円以上（増設の場合は増設部分のみ）
で、町税および公共料金を滞納していない事
業者
■�奨励金の額　
　新たに賦課された固定資産税の３カ年分の額
※固定資産税のお支払い後に奨励金の手続
きが必要です。

企業拡充奨励金❷

　創業や販路開拓を目指す事業者が、町商工
会や金融機関などのサポートを受けて事業計
画を作成し、審査で採択となった事業計画の
取り組みを支援します。
■�対象者　
　町内在住の個人事業者または町内に所在地
と営業の本拠がある中小事業者
■�補助金額　
① 創業・新しい分野への進出のための事業
＝必要経費の２分の１（上限 50 万円）
②販路開拓のための事業
＝必要経費の２分の１（上限 20 万円）
※ただし、事業承継に伴う事業と認められ
る場合は、必要経費の３分の２を支援します。
■募集期限
　５月 13 日（金）
※募集期限終了後に審査会を開催し、補助
対象事業者を決定する予定です。

創業・販路開拓
支援補助金❸

事業者支援制度
創業、新事業進出、販路開拓や雇用に関する各種補
助制度をご紹介します。内容や申し込み方法などの
詳細は、役場産業振興課にお問い合わせください。

【問い合わせ】役場産業振興課（℡ 35-5383）
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　空き店舗や空き家などを借りて開店する人
に対して、その賃借料の一部を補助します。
■対象者　
　次の要件を全て満たす人
① 町内の空き店舗などで小売業、サービス業、

飲食業などを開業する人（風俗関連業種な
ど一部該当しない業種があります）

② 空き店舗などの所有者と同一世帯および三
親等以内の親族でない人

③町税および公共料金を滞納していない人
④ 商工会などの町内の公共的団体に加入して

いる人
■奨励金の額
　空き店舗などで開業する場合の賃借料（住
居部分を含む）の半額を奨励金として交付
※限度額は月５万円で、交付する期間は１
年間、交付は１人につき１回限りです。

チャレンジショップ
支援奨励金❹

　町中小企業小口融資を借り入れた町内事業
者が支払う保証料の負担を軽減します。
■�補助金額　
　県信用保証協会に納付した保証料の２分の
１以内の額

小口融資保証料補助金❺

　町中小企業小口融資を借り入れた町内事業
者が支払う利子の負担を軽減します。
■�補助金額　
　金融機関に支払った利子額の２分の１以内
の額（延滞に係る利子は除く）

小口融資利子補給補助金❻

　町内への進出を目的に、施設を新設する事
業者を支援します。
■�対象者および奨励金の額
　次のとおり、新たに賦課された固定資産税
の３カ年分の額を交付します。
① 施設の新設のための投資額が３千万円以

上で、新規常用雇用者数が 10 人以上の事
業者

＝新たに賦課された固定資産税の額内
② 施設の新設のための投資額が３千万円以

上で、新規常用雇用者数が４人以上９人以
下の事業者

＝ 新たに賦課された固定資産税の額に３分
の２の割合を乗じた額内

③ 施設の新設のための投資額が３千万円以
上の事業者

＝ 新たに賦課された固定資産税の額に２分
の１の割合を乗じた額内

④ 申請日以前から町内に住所を有し、施設の
新設のための投資額が１千万円以上で、新
規常用雇用者数が１人以上の事業者

＝ 新たに賦課された固定資産税の額内
⑤ 申請日以前から町内に住所を有し、施設の

新設のための投資額が１千万円以上の事
業者

＝ 新たに賦課された固定資産税の額に２分
の１の割合を乗じた額内

※固定資産税のお支払い後に奨励金の手続
きが必要です。

企業立地促進奨励金❽

　マル経融資（小規模事業者経営改善資金）
を借り入れた町内小規模事業者の支払う利子
の負担を軽減します。
■�補助金額　
　㈱日本政策金融公庫に支払った利子額の２
分の１以内の額（延滞に係る利子は除く）

マル経融資利子
補給補助金❼
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「
民
間
提
案
制
度
」
と
は

　

公
有
地
な
ど
の
町
財
産
に
つ
い

て
民
間
か
ら
利
活
用
に
関
す
る
提

案
を
求
め
、
地
域
活
性
化
や
産
業

振
興
な
ど
に
つ
な
が
る
提
案
を
選

定
し
本
町
と
の
協
議
を
経
て
事
業

化
し
て
い
く
も
の
で
す
。
本
制
度

に
お
い
て
は
事
業
化
に
向
け
た
協

議
が
成
立
し
た
場
合
、
提
案
が
採

用
さ
れ
た
民
間
事
業
者
と
の
随
意

契
約
を
前
提
と
し
て
い
ま
す
。

提
案
募
集
の
条
件

■
用
地
使
用
方
法

　

売
却
ま
た
は
賃
貸
借
（
町
の
承

諾
を
得
た
上
で
、
転
貸
借
も
可
）

※
原
則
対
象
用
地
全
体
を
利
用
と

す
る
が
、
部
分
的
に
利
用
す
る
提

案
も
可

■
使
用
期
間　
10
年
～
40
年

■
売
買
基
準
価
格

▼
旧
東
郷
中
学
校
校
舎
用
地

＝
３
１
０
５
万
８
６
４
円

▼�

東
郷
運
動
場
、

　

旧
東
郷
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

＝
１
億
２
３
２
万
円

▼
東
郷
運
動
場
西
駐
車
場

＝
７
９
６
万
２
６
７
４
円

■
貸
付
基
準
価
格
（
年
額
）

▼
旧
東
郷
中
学
校
校
舎
用
地

＝
１
０
９
万
１
０
５
６
円

▼�

東
郷
運
動
場
、

　

旧
東
郷
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

＝
３
０
７
万
５
７
４
４
円

▼
東
郷
運
動
場
西
駐
車
場

＝
１
６
万
６
６
８
０
円

■
契
約
保
証
金

▼
売
買
の
場
合

＝�

売
買
代
金
の
１
０
０
分
の
10
以
上

▼
賃
貸
借
の
場
合

＝�

賃
貸
借
期
間
全
体
の
貸
付
料
の

１
０
０
分
の
10
以
上
。
た
だ
し
、

貸
付
料
の
１
年
分
を
上
限
と
す
る

■
提
出
書
類

　

①
湯
梨
浜
町
旧
東
郷
中
学
校
等

跡
地
利
用
民
間
提
案
概
要
書
②
誓

約
書
③
国
税
お
よ
び
地
方
税
（
都

道
府
県
税
、
市
町
村
税
）
の
納
税

証
明
書
（
直
近
３
年
分
未
納
が
な

い
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
）
④
最

近
３
年
間
の
財
務
諸
表

※
①
②
の
様
式
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

▼�

現
地
調
査
お
よ
び
事
前
相
談

（
質
疑
）
の
受
け
付
け

＝
受
け
付
け
中
～
５
月
27
日（
金
）

▼
提
案
書
類
の
受
け
付
け

＝�

６
月
６
日
（
月
）
～
30
日
（
木
）

▼
書
類
審
査
（
参
加
資
格
審
査
）

＝
７
月
上
旬

▼
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
審
査

＝
７
月
中
旬
～
下
旬

▼
審
査
結
果
の
通
知

＝
８
月
下
旬

▼
協
定
の
締
結

＝
９
月
上
旬

【
補
足
】

▼�

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
審
査
で

は
事
業
内
容
を
説
明
し
て
い
た

だ
き
、
審
査
委
員
に
よ
る
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

▼�
審
査
は
、
事
業
内
容
が
地
域
活

性
化
・
産
業
振
興
が
図
ら
れ
る

も
の
か
、
独
創
性
が
あ
る
か
、

事
業
の
実
現
性
・
継
続
性
・
安

定
性
が
あ
る
か
な
ど
の
視
点
で

行
い
ま
す
。

▼�

提
案
募
集
が
採
択
に
な
っ
た
場

合
は
、
事
業
化
に
向
け
た
協
議

を
行
い
ま
す
。
協
議
が
成
立
し

た
場
合
、
議
会
議
決
を
経
て
契

約
を
行
い
ま
す
。

▼�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
状
況
に
よ
っ
て
は
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
事
前
相
談
に
つ
い

て
は
事
前
に
申
し
込
み
の
上
、

面
談
も
し
く
は
メ
ー
ル
で
実
施

し
ま
す
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

相
談
も
可
と
し
ま
す
。

▼�

本
提
案
制
度
に
か
か
る
経
費
は

全
て
事
業
者
負
担
と
し
ま
す
。

旧
東
郷
中
学
校
等
跡
地
利
用
民
間
提
案
募
集

　
町
で
は
、
旧
東
郷
中
学
校
等
跡
地
を
「
魅
力
と
活
気
を
創
出
す
る
エ
リ

ア
」と
位
置
づ
け
、有
効
に
活
用
で
き
る
利
用
計
画
の
提
案
を
募
集
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
募
集
要
項
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】　
役
場
企
画
課
（
℡
３
５ｰ

５
３
０
５
、

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：ykikaku@

yuriham
a.jp

）
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東郷運動場西駐車場
東郷運動場、

旧東郷中学校グラウンド

体育館

旧東郷中学校校舎用地

消火栓

部室棟

旧東郷学校給食センター

募集対象範囲

【募集対象用地】

所在地

【旧東郷中学校校舎用地】
久見 110 番の一部、115 番１の一部
【東郷運動場、旧東郷中学校グラウンド】

久見 117 番１、135 番１、137 番１、134 番１、136 番１
【東郷運動場西駐車場】

久見 385 番２の一部

土地面積

【旧東郷中学校校舎用地】
7,372 ㎡（分筆登記後確定）
※旧東郷学校給食センター、部室棟および体育館は残存するた
め、これらの建物利用に必要な部分約 4,735 ㎡を除いた面積
【東郷運動場、旧東郷中学校グラウンド】

19,104 ㎡
【東郷運動場西駐車場】

926 ㎡（分筆登記確定後）
※ 消火栓部分２㎡を除いた面積

【参加資格に関する事項】
■提案者の要件　
▼提案内容の実施ができる能力（運営力、資力等）を有する民間企業等
→�単独またはグループ（複数の企業・団体等の共同体）とし、グループで応
募する場合は参加表明時に提案者の構成員を全て明らかにし、各

おの お の

々の役割
分担を明確にすること
※提案者の制限もあります。詳しくはお問い合わせください。
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各
種
予
防
接
種
費
用
を
助
成
し
ま
す
！

　
町
で
は
、
感
染
症
の
ま
ん
延
防

止
な
ど
を
目
的
に
、
以
下
の
予
防

接
種
に
要
す
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
費

用
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
予
防
接

種
は
病
気
に
関
す
る
免
疫
を
つ

け
、体
を
守
る
大
切
な
も
の
で
す
。

自
分
自
身
や
家
族
へ
の
感
染
を
予

防
す
る
た
め
に
も
、
早
め
に
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
役
場
健
康
推
進
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
５
）

【
風
し
ん
任
意
接
種（
一
部
助
成
）】

■
対
象
者　

　

町
内
在
住
で
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
人

①�

妊
娠
を
希
望
す
る
風
し
ん
抗
体

価
が
低
い
女
性

②
妊
婦
の
配
偶
者

③
妊
婦
の
同
居
者

④�

妊
娠
を
希
望
す
る
風
し
ん
抗
体

価
が
低
い
女
性
の
同
居
者
で
、

風
し
ん
抗
体
価
の
低
い
人

■
助
成
額　

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
３
分
の

２
（
上
限
８
千
円
）

※
生
活
保
護
世
帯
は
接
種
費
用
を

全
額
助
成
し
ま
す
。

■
請
求
期
限　

　

令
和
５
年
３
月
31
日
（
金
）

※
４
月
１
日
以
降
の
接
種
を
対
象

と
し
ま
す
。

■�

手
続
き
方
法

　

医
療
機
関
で
接
種
費
用
を
支

払
っ
た
後
、
役
場
健
康
推
進
課
ま

た
は
東
郷
・
泊
各
支
所
で
請
求
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
後
日
、

指
定
口
座
に
助
成
金
を
振
り
込
み

ま
す
。

■�

必
要
な
も
の　

　

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
医
療
機

関
の
領
収
書
、
印
鑑
、
振
り
込
み

を
希
望
す
る
預
金
通
帳
、
妊
婦
の

母
子
手
帳
（
対
象
者
②
、
③
）、

風
し
ん
抗
体
価
検
査
結
果
が
分
か

る
も
の
（
対
象
者
①
、
④
）

※
対
象
者
④
の
人
は
、
妊
娠
を
希

望
す
る
女
性
と
本
人
両
方
の
検
査

結
果
が
必
要
で
す
。

【
風
し
ん
追
加
的
対
策（
全
額
助
成
）】

■
対
象
者　

　

昭
和
37
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

54
年
４
月
１
日
ま
で
の
間
に
生
ま

れ
た
男
性

※
対
象
者
に
は
ク
ー
ポ
ン
券
を
既

に
送
付
し
て
い
ま
す
。
ク
ー
ポ
ン

券
を
紛
失
な
ど
さ
れ
た
場
合
は
再

発
行
し
ま
す
の
で
、
役
場
健
康
推

進
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■�

自
己
負
担
額
↖

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

　
「
肺
炎
球
菌
」
と
い
う
細
菌
に

よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
病
気
を

予
防
す
る
ワ
ク
チ
ン
で
す
。
対
象

者
に
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
券
と
予

診
票
を
送
付
し
ま
す
。

■�

対
象
者　

　

町
内
在
住
で
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
人
（
過
去
に
高
齢
者

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
済
み

の
人
を
除
く
）

①�

令
和
４
年
度
中
に
65
・
70
・
75
・

80
・
85
・
90
・
95
・
１
０
０
歳

の
い
ず
れ
か
に
な
る
人

②�

6�0
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
内
臓

系
基
礎
疾
患
（
心
臓
、
腎
臓
、

呼
吸
器
、
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能
障
が

い
）
の
あ
る
人

■�

助
成
期
間　

　

４
月
１
日
（
金
）
～

　

令
和
５
年
３
月
31
日
（
金
）

■�

自
己
負
担
額　

　
３
千
円
（
接
種
費
用
７
９
０
０

円
の
う
ち
、
４
９
０
０
円
を
町
が

助
成
）

※
生
活
保
護
世
帯
は
自
己
負
担
額

が
免
除
さ
れ
ま
す
。

風
し
ん
・
麻
し
ん
風
し
ん

混
合
ワ
ク
チ
ン

　

風
し
ん
は
、
免
疫
を
持
た
な
い

妊
婦
が
感
染
す
る
と
、
赤
ち
ゃ
ん

が
白
内
障
や
先
天
性
心
疾
患
、
難

聴
を
主
な
症
状
と
す
る
「
先
天
性

風
し
ん
症
候
群
」
を
発
症
す
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
妊
婦
が

麻
し
ん
に
感
染
す
る
と
、
流
・
早

産
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
町
で
は
、
母
体
と
赤
ち
ゃ
ん

の
健
康
を
守
る
た
め
、
任
意
接
種

に
よ
る
費
用
の
一
部
助
成
や
、
令

和
４
年
度
か
ら
３
年
間
、
風
し
ん

の
追
加
的
対
策
と
し
て
成
人
男
性

の
風
し
ん
抗
体
価
検
査
お
よ
び
定

期
予
防
接
種
の
費
用
を
全
額
助
成

し
ま
す
。
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無
料
（
抗
体
価
検
査
お
よ
び
ワ

ク
チ
ン
接
種
費
用
の
全
額
を
町
が

助
成
）

※
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
助
成

は
、
抗
体
価
検
査
の
結
果
、
抗
体

価
が
低
い
人
の
み
対
象
で
す
。

■�

助
成
期
間　

　

４
月
１
日
（
金
）
～

　

令
和
５
年
３
月
31
日
（
金
）

■
予
防
ワ
ク
チ
ン
を
受
け
る
に
は

　

対
象
者
で
風
し
ん
の
予
防
接
種

を
受
け
る
に
は
、
ま
ず
抗
体
価
検

査
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

検
査
は
、
協
力
医
療
機
関
ま
た
は

町
や
職
場
の
特
定
健
診
と
一
緒
に

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
検
査

の
結
果
、
風
し
ん
の
抗
体
が
十
分

で
な
い
と
診
断
さ
れ
た
人
は
、
無

料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
抗
体
価
検
査
な
ど
を
受
け
る
に

は
、必
ず
ク
ー
ポ
ン
券
が
必
要
で
す
。

■
そ
の
他　

　

国
の
方
針
に
よ
り
、
令
和
４
年

３
月
末
ま
で
と
さ
れ
て
い
た
ク
ー

ポ
ン
券
の
有
効
期
限
は
、
接
種
率

向
上
の
た
め
令
和
７
年
度
末
ま
で

延
長
さ
れ
ま
し
た
。
検
査
を
希
望

す
る
人
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
検

査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

子
宮
頸け

い

が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
（
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ

イ
ル
ス
）
ワ
ク
チ
ン
は
子
宮
頸
が

ん
を
起
こ
し
や
す
い
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
ワ
ク

チ
ン
で
す
。

■
対
象
者

　

小
学
校
６
年
生
～

　

高
校
１
年
生
相
当
の
女
子

■
助
成
期
間

　

４
月
１
日
（
金
）
～

　

令
和
５
年
３
月
31
日
（
金
）

■
自
己
負
担
額　
無
料

■
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

間
隔
を
空
け
て
、
同
じ
ワ
ク
チ

ン
を
３
回
接
種
し
ま
す
。
接
種
す

る
ワ
ク
チ
ン
に
よ
っ
て
接
種
の
タ

イ
ミ
ン
グ
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

接
種
す
る
医
療
機
関
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。（
現
在
、
日
本
に
お

い
て
公
費
で
受
け
ら
れ
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ

ワ
ク
チ
ン
は
２
種
類
あ
り
ま
す
）

■
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
リ
ス
ク

　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
は
、

多
く
の
人
に
接
種
部
位
の
痛
み
や

腫
れ
、
赤
み
な
ど
が
起
こ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ま
れ
に
重
い
症
状

（
重
い
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
・
神
経
系

の
症
状
）
が
起
こ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
接
種
に
関
す
る
相
談
な
ど
、

厚
生
労
働
省
が
窓
口
を
設
置
し
て

い
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◆�

厚
生
労
働
省
「
感
染
症
・
予
防

接
種
相
談
窓
口
」（
℡
０
３ｰ

５
２
７
６ｰ

９
３
３
７
）

※
受
付
時
間
は
平
日
９
時
か
ら
17

時
ま
で
で
す
。
た
だ
し
、
土
日
祝

日
、
年
末
年
始
は
除
き
ま
す
。

【
定
期
接
種
対
象
年
齢
外
の
人
】

　

積
極
的
勧
奨
差
し
控
え
に
よ
り

接
種
機
会
を
逃
し
た
人
に
つ
い

て
、
公
的
な
接
種
機
会
を
確
保
す

る
観
点
か
ら
、
時
限
的
に
従
来
の

定
期
接
種
対
象
年
齢
を
超
え
て
接

種
を
行
う
こ
と
が
国
の
方
針
に
よ

り
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
期
間
は

令
和
７
年
３
月
末
ま
で
の
３
年
間

で
、
費
用
は
無
料
で
す
。
期
間
中

に
定
期
接
種
の
対
象
か
ら
新
た
に

外
れ
る
世
代
に
つ
い
て
も
、
順
次

対
象
者
と
な
り
ま
す
。

■
対
象
者　

　

平
成
９
年
度
～

　

平
成
17
年
度
生
ま
れ
の
女
子

■
接
種
券
に
つ
い
て

　

接
種
を
希
望
す
る
人
に
対
し
、

接
種
券
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
役

場
健
康
推
進
課
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
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狂犬病予防注射 【問い合わせ】
役場町民課（℡ 35-5318）

す
る
こ
と

▼�

飼
い
犬
に
年
１
回
の
狂
犬
病
予

防
注
射
を
受
け
さ
せ
る
こ
と

▼�

犬
の
鑑
札
と
注
射
済
票
を
飼
い

犬
に
装
着
す
る
こ
と

　

登
録
の
際
に
お
渡
し
す
る
鑑
札

に
は
登
録
番
号
が
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
鑑
札
を
飼
い
犬
の
首
輪
な

ど
に
装
着
す
る
こ
と
で
、
万
が
一

迷
子
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
で

も
、
飼
い
主
に
連
絡
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
飼
い
主
の
連
絡
先
を

書
い
た
迷
子
札
も
一
緒
に
つ
け
て

お
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

■
犬
の
登
録
と
各
種
届
出

　

犬
を
飼
い
始
め
る
と
き
や
飼
い

主
・
飼
い
犬
の
住
所
が
変
わ
っ
た

場
合
な
ど
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の

届
出
窓
口
な
ど
は
、
下
表
の
と
お

り
で
す
。

こんなとき 届出窓口 手数料 備考

生後 91 日以上の犬を
新しく飼うようになったとき

役場町民課
東郷・泊各支所
県中部の指定
動物病院

登録手数料
3,000 円

県中部の指定動物病
院では、狂犬病予防
注射の接種時に登録
と注射済票の交付が
受けられます。

鑑札・注射済票を紛失したとき

役場町民課
東郷・泊各支所

鑑札再交付手数料 1,600 円
注射済票再交付手数料340円

県中部の指定動物病院以外で狂犬
病予防注射を受けさせたときなど

注射済票交付手数料
550 円

動物病院で発行され
た注射済証を持参し
てください。

飼い主・飼い犬の
住所が変わったとき

町内の
転居

無料

町外へ
転出 転出先の市区町村 本町が交付した鑑札

を持参してください。

町外から
転入

役場町民課
東郷・泊各支所

転入前の市町村で交
付された鑑札を持参
してください。

飼い主が変わったとき、飼い主の
氏名・犬の名前が変わったとき
飼い犬が死亡したとき

■
狂
犬
病
と
は

　

狂
犬
病
は
人
に
も
感
染
し
、
発

症
す
る
と
ほ
ぼ
１
０
０
％
の
確
率

で
死
亡
す
る
恐
ろ
し
い
病
気
で

す
。
世
界
で
は
年
間
推
計
５
万
人

以
上
が
狂
犬
病
に
よ
り
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

国
内
で
は
、
１
９
５
６
年
を
最

後
に
犬
な
ど
を
含
め
た
狂
犬
病
の

発
生
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
日
本
の
周
辺
国
を
含
む
世
界

の
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
は
、
依
然

と
し
て
発
生
し
て
い
ま
す
。
国
内

で
い
つ
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な

い
た
め
、
万
が
一
に
備
え
た
対
策

が
必
要
で
す
。

■
犬
の
登
録
と
予
防
注
射
は
義
務

　
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
生
後
91

日
以
上
の
犬
の
飼
い
主
に
は
次
の
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
違

反
し
た
場
合
、
20
万
円
以
下
の
罰
金

が
科
さ
れ
ま
す
。

※
詳
細
は
次
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▼�

市
区
町
村
に
飼
い
犬
の
登
録
を

飼い犬の登録と

飼
い
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
は
法
律
で
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
予
防
注
射
や
各
種
届
出
な
ど
に
必
要
な
事

項
を
確
認
し
て
、
手
続
き
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▲注射済票

▶
犬
鑑
札

【各種届出について】
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狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
生
後
91
日
以
上
の
犬
の
飼
い
主
に
は
狂

犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
犬
を
飼
っ

て
い
る
人
は
案
内
は
が
き
を
お
持
ち
の
上
、
県
中
部
指
定
動
物
病
院

ま
た
は
町
の
実
施
す
る
集
合
注
射
の
各
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

動
物
病
院
で
の
個
別
注
射
を

お
勧
め
し
ま
す

　

集
合
注
射
は
屋
外
で
行
う
こ
と

か
ら
、
衛
生
面
で
の
心
配
が
あ
る

こ
と
に
加
え
、
雨
天
時
に
は
犬
も

飼
い
主
も
ぬ
れ
て
体
調
を
崩
す
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
短
時
間

に
た
く
さ
ん
の
犬
が
集
ま
る
こ
と

か
ら
、
興
奮
し
た
犬
同
士
の
け
ん

か
が
起
き
た
り
、
興
奮
し
た
犬
に

引
っ
張
ら
れ
て
飼
い
主
が
転
倒
し

た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
設
備
や
ス
タ
ッ
フ
が
充

実
し
、
前
記
の
よ
う
な
リ
ス
ク
の

な
い
動
物
病
院
で
の
個
別
注
射
を

お
勧
め
し
ま
す
。

　

個
別
注
射
を
希
望
す
る
人
は
事

前
に
予
約
の
上
、
役
場
か
ら
届
い

た
案
内
は
が
き
を
動
物
病
院
に
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
注
射

済
票
の
交
付
や
新
規
の
犬
の
登
録

は
県
中
部
の
指
定
動
物
病
院
で
も

可
能
で
す
。

■�

料
金　

▼
予
防
注
射
料
金

＝
２
５
５
０
円

▼�

注
射
済
票
交
付
手
数
料

＝
５
５
０
円

※
新
規
の
犬
は
、
登
録
手
数
料

３
０
０
０
円
が
別
途
必
要
で
す
。

■�

県
中
部
の
指
定
動
物
病
院　

　

ハ
ワ
イ
動
物
病
院
（
湯
梨
浜
町

は
わ
い
長
瀬
）、
倉
吉
動
物
医
療

セ
ン
タ
ー
・
山
根
動
物
病
院
（
倉

吉
市
八
屋
）、ア
ン
動
物
病
院
（
倉

吉
市
堺
町
）、
木
原
ペ
ッ
ト
ク
リ

ニ
ッ
ク
（
倉
吉
市
昭
和
町
）、
さ

わ
ず
み
動
物
病
院
（
倉
吉
市
上
灘

町
）、
ゆ
う
ア
ニ
マ
ル
ク
リ
ニ
ッ

ク
（
倉
吉
市
生
田
）、
倉
吉
お
お

ひ
ら
動
物
病
院
（
倉
吉
市
海
田
東

町
）、
大
平
動
物
病
院
（
琴
浦
町

赤
碕
）、
種
子
動
物
病
院
（
琴
浦

町
徳
万
）、
み
ぃ
動
物
病
院
（
琴

浦
町
八
橋
）、
う
え
の
動
物
病
院

（
北
栄
町
国
坂
）

集
合
注
射
を
実
施
し
ま
す

　

町
で
は
、
上
表
の
と
お
り
狂
犬

期日 時間 会場

4/7
（木）

13:30 ～ 13:45 旧農協舎人支所

14:05 ～ 14:20 旧農協東郷支所

4/14
（木）

13:30 ～ 13:50 田後地区公民館

14:10 ～ 14:40 役場本庁舎裏車庫前

4/18
（月）

13:30 ～ 13:45 羽衣会館

14:10 ～ 14:30 役場東郷支所

4/20
（水）

13:30 ～ 13:45 宇谷集会所

14:05 ～ 14:20 役場泊支所

14:40 ～ 14:55 甲亀山会館前

4/22
（金）

13:30 ～ 13:40 宇野公民館

14:00 ～ 14:10 橋津地区公民館

14:30 ～ 14:40 上浅津農事集会所

6/1
（水）

13:30 ～ 13:40 役場本庁舎裏車庫前

14:10 ～ 14:20 役場泊支所

14:40 ～ 14:50 役場東郷支所

●集合注射の実施日時など

病
予
防
注
射
の
集
合
注
射
を
行
い

ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、
案
内
は

が
き
の
問
診
票
を
記
入
し
、
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
料
金　
個
別
注
射
と
同
じ

■�

注
意
事
項　

　

犬
に
は
必
ず
首
輪
を
付
け
、
注

射
す
る
際
に
犬
を
押
さ
え
つ
け
る

こ
と
の
で
き
る
人
が
連
れ
て
き
て

く
だ
さ
い
。
暴
れ
る
場
合
な
ど
、

注
射
を
見
合
わ
せ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
注
射
の
当
日
、
悪
天
候
や

犬
の
健
康
状
態
に
不
安
が
あ
る
場

合
は
無
理
を
せ
ず
、
動
物
病
院
で

の
個
別
注
射
を
お
勧
め
し
ま
す
。

■��

そ
の
他　

　

登
録
内
容
に
変
更
が
あ
っ
た
場

合
や
犬
が
死
亡
し
た
場
合
は
案
内

は
が
き
の
内
容
を
訂
正
し
て
、
集

合
注
射
実
施
会
場
ま
た
は
役
場
町

民
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 新しく犬を飼う場合は必ず町に登録
し、狂犬病予防注射を受けさせてください。

・鑑札と注射済票は必ず首輪に装着してください。
・ 犬の放し飼いは禁止されています。散歩するとき

も必ずリードやハーネスを装着してください。
・ 散歩時の犬のふんは必ず持ち帰ってください。公

共の場や他人の土地を汚さないようにしましょう。

ルールとマナーを守り、
　適切なしつけを―
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◆
異
動　
４
月
１
日
付

【�

議
会
事
務
局
】
▼
主
事　

谷
本

愛
香
（
企
画
課
主
事
）

【�

総
務
課
】
▼
人
事
給
与
係
長　

福
本
み
ゆ
き
（
教
育
総
務
課
学

校
教
育
係
長
）
▼
人
事
給
与
係

副
主
幹　

清
水
麻
衣
（
主
事
）

▼
財
務
管
財
係
長　

榎
本
達
志

（
産
業
振
興
課
商
工
観
光
係
長
）

▼
財
務
管
財
係
副
主
幹　

種
子

慎
一
（
産
業
振
興
課
主
事
）
▼

主
事
（
条
件
付
）　

中
川
征
弥
▼

運
転
支
援
員
（
再
任
用
）　

藤
田

和
也
（
運
転
支
援
員
（
再
任
用
））

【�

出
納
室
】
▼
会
計
管
理
者
兼
出

納
室
長　

竹
本
里
香
（
総
合
福

祉
課
長
）
▼
主
幹　

蔵
本
幸
代

（
副
主
幹
）
▼
主
事　

有
沢
晃
介

（
町
民
課
主
事
）

【�

企
画
課
】
▼
主
事
（
条
件
付
）　

小
椋
翼
▼
企
画
情
報
支
援
員（
再

任
用
）　

冨
山
弘
道
（
企
画
情
報

支
援
員
（
再
任
用
））

【�

み
ら
い
創
造
室
】
▼
未
来
創
造

担
当
主
事　

濵
本
怜
子（
鳥
取
県
）

【�

町
民
課
】
▼
住
宅
／
環
境
廃
棄

物
対
策
係
副
主
幹　

谷
岡
雅
也

（
み
ら
い
創
造
室
未
来
創
造
担
当

係
長
）
▼
賦
課
徴
収
係
長　

會

見
典
恵
（
総
務
課
人
事
給
与
係

長
）
▼
評
価
係
長　

山
下
史
（
総

務
課
財
務
管
財
係
長
）
▼
主
事

大
庭
莉
奈
（
子
育
て
支
援
課
主

事
）
▼
住
宅
・
環
境
専
門
員
（
再

任
用
）　

村
上
昭
範
（
参
事
）

【�

子
育
て
支
援
課
】
▼
母
子
保
健

係
長　

松
尾
愛
子
（
副
主
幹
）
▼

主
事
（
条
件
付
）　

前
田
翔
子
▼

保
健
師
（
条
件
付
）　

牧
野
未
来

【�

は
わ
い
こ
ど
も
園
】
▼
主
幹
保

育
教
諭　

八
幡
ゆ
き
（
保
育
教

諭
）
▼
主
任
調
理
員　

清
水
ま

す
え
（
と
う
ご
う
こ
ど
も
園
主

任
調
理
員
）
▼
保
育
教
諭　

津

村
奈
津
美
（
と
う
ご
う
こ
ど
も

園
保
育
教
諭
）
▼
保
育
教
諭
（
条

件
付
）　

山
根
太
一

【�
た
じ
り
こ
ど
も
園
】
▼
主
任
調

理
員　

宮
城
美
雪
（
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
主
任
調
理
員
）
▼
保

育
教
諭　

八
田
美
緒
（
総
務
課

付
保
育
教
諭
）
▼
保
育
教
諭　

竹
長
崚
介
（
は
わ
い
こ
ど
も
園

保
育
教
諭
）

【�

わ
か
ば
こ
ど
も
園
】
▼
副
園
長

柿
山
良
子
（
た
じ
り
こ
ど
も
園

主
幹
保
育
教
諭
）

【�

と
う
ご
う
こ
ど
も
園
】
▼
保
育

教
諭　

寺
地
菜
桜
（
た
じ
り
こ

ど
も
園
保
育
教
諭
）
▼
調
理
員

山
本
理
紗
（
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
調
理
員
）
▼
保
育
教
諭
（
条

件
付
）　

植
田
成
美

【�

ま
つ
ざ
き
こ
ど
も
園
】
▼
園
長

岩
田
由
美
（
わ
か
ば
こ
ど
も
園

副
園
長
）
▼
主
幹
保
育
教
諭　

河
本
洋
子
（
保
育
教
諭
）

【�

産
業
振
興
課
】
▼
商
工
観
光
係

長　

船
木
宣
孝
（
町
民
課
賦
課
徴

収
係
長
）▼
主
事　

千
熊
隆
介（
総

務
課
主
事
）
▼
土
木
技
師
（
条
件

付
）　

山
本
将
輝
▼
商
工
観
光
支

援
員
（
再
任
用
）　

森
輝
信
（
会

計
管
理
者
兼
出
納
室
長
）

【�

建
設
水
道
課
】
▼
課
長
補
佐
兼

都
市
計
画
係
長　

塩
谷
直
文（
鳥

人事
異動
町職員の人事異動をお知らせします。（�）内は旧職です。
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取
県
）
▼
土
木
技
師　

小
田
大

地
（
産
業
振
興
課
土
木
技
師
）

▼
土
木
技
師
（
条
件
付
）　

舞
野

賢
伍

【�

健
康
推
進
課
】
▼
主
事　

竹
中

美
佐
都
（
出
納
室
主
事
）
▼
主

事
（
条
件
付
）　

山
本
早
希
▼
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
総
合

調
整
専
門
員
（
再
任
用
）　

杉
原

寛
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
総
合
調
整
専
門
員（
再
任
用
））

▼
健
康
推
進
課
兼
長
寿
福
祉
課

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）
健

康
介
護
専
門
員
（
再
任
用
）　

洞

ケ
瀬
以
津
子
（
健
康
推
進
課
兼

長
寿
福
祉
課
（
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
）
健
康
介
護
専
門
員

（
再
任
用
））

【�

総
合
福
祉
課
】
▼
課
長　

前
田

知
代
（
課
長
補
佐
）
▼
課
長
補
佐

川
崎
恵
子
（
総
合
福
祉
係
長
）
▼

主
幹　

植
田
美
奈
子
（
総
合
福
祉

係
副
主
幹
）
▼
主
幹
兼
総
合
福
祉

係
長　

米
塚
美
智
代
（
子
育
て
支

援
課
母
子
保
健
係
長
）

【�

長
寿
福
祉
課
（
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
）】
▼
課
長
補
佐　

足

立
祐
子
（
議
会
事
務
局
副
主
幹
）

▼
長
寿
福
祉
係
長　

山
根
邦
代

（
主
事
）
▼
社
会
福
祉
士　

林
佳

菜
子
（
総
務
課
付
社
会
福
祉
士
）

【�

教
育
総
務
課
】
▼
主
幹
兼
指
導

主
事　

中
村
祐
次
朗
（
鳥
取
県

教
育
委
員
会
）
▼
学
校
教
育
係

長　

河
村
加
奈
（
総
務
課
付
係

長
（
鳥
取
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
））
▼
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
主
任
調
理
員　

岡
本
敏
恵

（
は
わ
い
こ
ど
も
園
主
任
調
理

員
）
▼
主
事　

森
達
彦
（
総
務

課
主
事
）
▼
教
育
委
員
会
兼
建

設
水
道
課
建
設
・
設
計
・
技
術

支
援
員
（
再
任
用
）　

小
林
長
志

（
教
育
委
員
会
事
務
局
建
設
・
設

計
支
援
員
兼
建
設
水
道
課
技
術

支
援
員
兼
建
設
・
設
計
支
援
員

（
再
任
用
））

【�

生
涯
学
習
・
人
権
推
進
課
】

��

▼
課
長
兼
人
権
教
育
推
進
係
長

池
田
豊
具
（
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー

ズ
ゲ
ー
ム
ズ
担
当
参
事
）
▼
湯
梨

浜
み
ん
な
の
げ
ん
き
館
担
当
参
事

兼
中
央
公
民
館
長　

宮
脇
一
善

（
湯
梨
浜
み
ん
な
の
げ
ん
き
館（
仮

称
）
設
立
準
備
担
当
参
事
兼
中
央

公
民
館
長
）
▼
図
書
館
長　

岡
本

陽
子
（
長
寿
福
祉
課
（
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
）
課
長
補
佐
兼
長

寿
福
祉
係
長
）
▼
中
央
公
民
館
羽

合
分
館
副
主
幹　

石
原
英
治
（
町

民
課
住
宅
／
環
境
廃
棄
物
対
策
係

副
主
幹
）
▼
図
書
館
副
主
幹　

岩

田
亜
紀
（
人
権
教
育
推
進
係
長
）

▼
主
事　

西
尾
み
づ
ほ
（
総
務
課

付
主
事
）
▼
湯
梨
浜
み
ん
な
の
げ

ん
き
館
主
事　

尾
坂
大
樹
（
湯
梨

浜
み
ん
な
の
げ
ん
き
館
（
仮
称
）

設
立
準
備
室
主
事
）
▼
主
事　

西

田
千
尋
（
図
書
館
主
事
）
▼
湯
梨

浜
み
ん
な
の
げ
ん
き
館
長
（
再
任

用
）　

重
松
雅
文
（
湯
梨
浜
み
ん

な
の
げ
ん
き
館
（
仮
称
）
設
立
準

備
室
長
（
再
任
用
））

【�

国
民
宿
舎
水
明
荘
】
▼
業
務
支

援
員
（
再
任
用
）　

森
法
子
（
業

務
支
援
員
兼
健
康
推
進
課
業
務

支
援
員
（
再
任
用
））

【�

総
務
課
付
】
▼
係
長
（
鳥
取
中

部
ふ
る
さ
と
広
域
連
合
）　

中
尾

陽
一
（
町
民
課
評
価
係
長
）
▼

主
事
（
全
国
町
村
会
）　

米
原
耕

一
郎
（
建
設
水
道
課
主
事
）
▼

主
事　

大
澤
友
紀
（
教
育
総
務

課
主
事
）
▼
主
事　

蔵
本
あ
す

亀井副町長
４年の職務を終え―
　亀井雅議副町長が３月 31 日を
もって退任されます。
　亀井氏は平成 30 年４月に副町
長に就任。４年にわたって町行政
の発展に貢献されました。

実
（
建
設
水
道
課
主
事
）
▼
保

育
教
諭　

岩
本
紗
弥
香
（
と
う

ご
う
こ
ど
も
園
保
育
教
諭
）
▼

保
育
教
諭　

井
坂
味
那
美
（
は

わ
い
こ
ど
も
園
保
育
教
諭
）
▼

保
育
教
諭　

安
藤
未
咲
（
わ
か

ば
こ
ど
も
園
保
育
教
諭
）

【�

相
互
交
流
派
遣
】
▼
主
事
（
鳥

取
県
）　

金
涌
龍
一
（
健
康
推
進

課
主
事
）

◆
退
職　
３
月
31
日
付

▼
森
輝
信
（
会
計
管
理
者
兼
出
納

室
長
）
▼
村
上
昭
範
（
町
民
課
参

事
）
▼
山
﨑
有
紀
子
（
生
涯
学
習
・

人
権
推
進
課
長
）▼
杉
村
和
祐（
図

書
館
長
）
▼
吉
川
瑞
穂
（
ま
つ
ざ

き
こ
ど
も
園
長
）▼
松
岡
七
海（
健

康
推
進
課
主
事
）▼
下
田
恵
美（
は

わ
い
こ
ど
も
園
保
育
教
諭
）
▼
遠

藤
澪
（
ま
つ
ざ
き
こ
ど
も
園
保
育

教
諭
）
▼
松
浦
目
依
（
は
わ
い
こ

ど
も
園
保
育
教
諭
）
▼
木
山
高
志

（
建
設
水
道
課
長
補
佐
兼
都
市
計

画
係
長
）
→
鳥
取
県
▼
岸
田
和
久

（
教
育
総
務
課
参
事
兼
指
導
主
事
）

→
鳥
取
県
教
育
委
員
会
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歳入
10,006,000
（△0.2％）

町税
1,491,128
（4.8％）
14.9％

地方交付税
4,140,000
（1.2％）
41.4％

その他
612,395

（△10.3％）
6.0％

地方消費税交付金
346,453
（△1.6％）
3.5％

国庫支出金
1,308,275
（38.3％）
13.1％

県支出金
716,044
（△1.3％）
7.2％

町債
928,600

（△37.9％）
9.3％

繰入金
463,105
（49.5％）
4.6％

歳出
10,006,000
（△0.2％）

総務
1,474,033
（△0.3％）
14.7％

総務費
1,474,033
（△0.3％）
14.7％

民生費
2,930,121
（△0.4％）
29.3％

公債費
1,098,642
（7.3％）
11.0％

その他
723,543
（21.3％）
7.2％

衛生費
804,015
（13.1％）
8.0％

土木費
1,418,507
（53.4％）
14.2％

教育費
1,106,409
（△37.1％）
11.1％

農林水産業費
450,730

（△23.6％）
4.5％

　令和４年度予算（一般・特別・企業会計）
が、３月定例議会で成立しました。
　一般会計の総予算額は 100 億 600 万円
で、前年度に比べ 0.2％の減額となります。

一般会計歳入

一般会計歳出

令和４年度予算
一般会計

100 600万円億

科目 予算額
地 方 譲 与 税 71,620
地 方 特 例 交 付 金 10,977
利 子 割 交 付 金 1,588
配 当 割 交 付 金 10,259
株式等譲渡所得割交付金 9,979
法人事業税交付金 14,250
環境性能割交付金 5,783
交通安全対策特別交付金 1,264
使用料及び手数料 108,531
分担金及び負担金 74,485
財 産 収 入 8,319
寄 附 金 156,000
繰 越 金 40,000
諸 収 入 99,340

その他の内訳

科目 予算額
議 会 費 84,949
商 工 費 287,332
消 防 費 281,023
災 害 復 旧 費 40,000
予 備 費 30,239

その他の内訳

単位：千円
科目名
予算額

（対前年度比）
予算構成比
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300000 600000 900000 1200000 1500000

固定資産税
655,328
43.9％
39,421

町民税
651,740
43.7％
39,205

たばこ税
96,556
6.5％
5,808

軽自動車税
71,537
4.8％
4,303

入湯税
15,967
1.1％
―

　

令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算

の
歳
入
は
、
昨
年
度
に
比
べ
て

町
税
で
６
８
７
３
万
円
、
国
庫

支
出
金
で
３
億
６
２
２
３
万
円

の
増
額
を
、
町
の
施
設
整
備
な

ど
を
行
う
た
め
の
借
入
金
で

５
億
６
７
５
８
万
円
の
減
額
を
見

込
み
、
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
町
営
住
宅
の
建
設

工
事
や
町
民
の
運
動
習
慣
の
定
着

を
目
的
と
し
た
湯
梨
浜
み
ん
な
の

げ
ん
き
館
事
業
を
は
じ
め
、「
第

４
次
総
合
計
画
」
や
「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
な

ど
各
種
計
画
の
着
実
な
推
進
を
図

る
た
め
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で

効
果
的
な
配
分
に
努
め
た
予
算
を

計
上
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
経
常
的
な
経
費
な
ど
の

見
直
し
に
よ
る
歳
出
の
削
減
に
も

努
め
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
実
施

し
た
施
設
整
備
等
に
活
用
し
た
借

入
金
の
返
済
金
で
あ
る
公
債
費
が

増
額
に
な
る
な
ど
、
依
然
と
し
て

厳
し
い
財
政
状
況
で
す
。
コ
ロ
ナ

禍
を
克
服
す
る
と
と
も
に
、
新
た

な
成
長
に
向
け
て
力
を
注
ぎ
、「
住

み
や
す
く�
魅
力
と
活
気
あ
ふ
れ
る�

愛
の
ま
ち
」
を
実
現
す
る
た
め
、

適
切
な
財
政
運
営
を
行
い
ま
す
。

町
税
の
内
訳

特別・企業会計
会　�計�　名 予�算�額

住宅新築資金等貸付事業特別会計 1,270
高齢者及び障がい者住宅整備資金貸付事業特別会計 4,020
国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計 2,027,009
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 225,910
介 護 保 険 特 別 会 計 2,113,062
温 泉 事 業 特 別 会 計 7,780
長 瀬 財 産 区 特 別 会 計 1,004
橋 津 財 産 区 特 別 会 計 466
宇 野 財 産 区 特 別 会 計 817
舎 人 財 産 区 特 別 会 計 70
東 郷 財 産 区 特 別 会 計 1,093
花 見 財 産 区 特 別 会 計 83

国 民 宿 舎 事 業 特 別 会 計

収益的収入  　295,838
資本的収入         　  　　ー 

収益的支出  　305,180
資本的支出  　      9,142

水 道 事 業 会 計

収益的収入　 251,224
資本的収入         13,404
収益的支出      231,071
資本的支出  　120,966

下 水 道 事 業 会 計

 収益的収入      949,493
資本的収入 1,365,192
収益的支出      949,493
資本的支出 1,691,015

単位：千円

予算額（千円）
構成比

１人当たり納付額（円）
※ ２月末現在の人口で算出

85,329 円
町 道 の 整 備 や 町
営 住 宅 の 建 設 に
使います。

27,113 円
生 産 基 盤 の 整 備
や 農 林 漁 業 振 興
に使います。

48,365 円
ご み 処 理、 健 康
対策に使います。

176,258 円
福 祉 の 充 実 に 使
います。

88,669 円
町 全 体 の 管 理・
運 営・ 企 画 な ど
に使います。

70,313 円
長 期 の 借 入 金 に
対 す る 返 済 な ど
に使います。

16,905 円
消 防 体 制 の 整 備
や 防 災 対 策 に 使
います。

17,284 円
商 工 業 や 観 光 の
振興に使います。

5,110 円
議 会 活 動 や 運 営
に使います。

66,555 円
学 校・ 公 民 館 の
整 備 や 教 育 の 充
実に使います。

そ の 他 消 防 費 商 工 費 議 会 費 教 育 費

総 務 費民 生 費衛 生 費農林水産業費土 木 費
皆さん一人一人の行政サービスを金額にすると…601,901 円 （２月末現在の人口で算出）
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▼�
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
や
デ
ジ
タ
ル
化
が
進

む
中
、
電
子
決
裁
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
、
決
裁
手
続
き
の
迅
速

化
及
び
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
を
図
り

ま
す
。【
電
算
処
理
臨
時
経
費

／
７
２
１
万
円
】

▼�

地
域
の
防
災
力
の
強
化
に
向
け

て
、
避
難
所
へ
の
太
陽
光
発
電

設
備
設
置
の
た
め
の
調
査
設
計

業
務
委
託
を
行
い
ま
す
。【
防
災

力
強
化
事
業
／
４
８
６
万
円
】

▼�

規
定
の
過
疎
計
画
を
令
和
４
年

４
月
か
ら
過
疎
地
域
の
指
定
を

受
け
る
東
郷
地
域
を
加
え
た
計

画
等
に
変
更
し
ま
す
。【
過
疎

計
画
策
定
事
業
／
46
万
円
】

▼�

湯
梨
浜
町
版
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ロ
ー
カ

ル
指
標
を
設
定
し
、
推
進
セ
ミ

ナ
ー
や
中
学
生
を
対
象
と
し
た

ま
ち
づ
く
り
授
業
等
を
実
施
し

ま
す
。【
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
事
業

／
10
万
円
】

▼�

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

等
の
設
置
に
対
す
る
支
援
制
度

の
対
象
に
「
蓄
電
池
」
を
追
加

し
ま
す
。【
住
宅
用
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
設
置
事
業
／
５
０

１
万
円
】

▼�

生
涯
活
躍
の
ま
ち
構
想
に
基
づ

き
、
都
市
部
へ
の
情
報
発
信
や

移
住
体
験
ツ
ア
ー
、
官
民
連
携

に
よ
る
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

し
ま
す
。【
生
涯
活
躍
の
ま
ち

推
進
事
業
（
地
方
創
生
推
進
）

／
１
１
０
８
万
円
】

▼�

町
発
祥
の
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を
海
外
で

普
及
さ
せ
る
た
め
、
Ｐ
Ｒ
活
動

を
行
う
ほ
か
、
国
際
組
織
運
営

に
協
力
し
ま
す
。【
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
促
進
事
業
（
Ｇ
Ｇ
国
際
化

推
進
）
／
91
万
円
】

▼�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用

し
て
住
民
票
な
ど
の
証
明
書
類

を
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
で
発
行
で

き
る
環
境
を
整
備
し
ま
す
。【
証

明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付
事
業
／
３

９
９
万
円
】

▼�

レ
ー
ク
サ
イ
ド
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

ゆ
り
は
ま
に
建
設
す
る
公
営
住

宅
の
建
設
工
事
を
進
め
ま
す
。

【
町
営
住
宅
建
替
事
業
／
４
億

４
５
０
４
万
円
】

▼�

町
内
５
カ
所
で
開
設
し
て
い
る

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
を

民
間
事
業
者
に
委
託
し
ま
す
。

【
湯
梨
浜
町
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

委
託
業
務
／
５
４
８
６
万
円
】

▼�

令
和
３
年
度
に
こ
ど
も
園
に
整

備
し
た
保
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム

を
本
格
運
用
し
て
い
き
ま
す
。

【
保
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
運
用

事
業
／
３
５
０
万
円
】

▼�

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
米
価
下
落
に

伴
い
、
収
入
減
少
と
な
っ
た
米

生
産
者
に
対
し
て
支
援
を
行
い

ま
す
。【
米
価
下
落
対
策
給
付

金
／
６
６
０
万
円
】

▼�

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
売
上
が
減
少

し
た
町
内
事
業
者
に
対
し
て
支

援
を
行
い
ま
す
。【
事
業
者
応
援

給
付
金
事
業
／
２
０
０
０
万
円
】

▼�

旅
行
需
要
の
回
復
を
図
る
た

め
、
温
泉
旅
館
組
合
が
実
施
す

る
宿
泊
割
引
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な

ど
の
取
り
組
み
を
支
援
し
ま

す
。【
観
光
産
業
復
興
事
業
／

２
０
６
２
万
円
】

▼�
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
、
防
災
対
策
を
目

的
と
し
た
道
路
整
備
等
を
実
施

し
ま
す
。【
社
会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
事
業
（
防
災
安
全
対

策
）
／
５
２
０
０
万
円
】

▼�

誰
も
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

地
域
を
目
指
す
た
め
、
支
援
が

必
要
な
方
を
地
域
で
支
え
合
う

仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

【
共
助
の
基
盤
づ
く
り
事
業
／

４
０
０
万
円
】

▼�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
ま
ん
延
防
止
を
図
る
た
め
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
計
画
的
に
実

施
し
ま
す
。【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
事

業
／
４
４
６
６
万
円
】

▼�

県
外
の
自
治
体
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
健
康
施
策
を
展
開
し
、

健
康
寿
命
の
延
伸
と
医
療
費
抑

制
を
目
指
し
ま
す
。【
Ｓ
Ｉ
Ｂ

を
活
用
し
た
飛
び
地
型
自
治
体

連
携
事
業
／
２
６
９
１
万
円
】

▼�

各
町
立
学
校
に
お
い
て
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
支
援
員
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
運
営

サ
ポ
ー
ト
等
を
活
用
し
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

【
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
事
業
／
１

２
８
８
万
円
】

▼�

旧
東
郷
中
学
校
校
舎
等
の
解
体

工
事
を
行
い
ま
す
。
３
カ
年
計

画
の
２
年
目
。【
旧
東
郷
中
学

校
管
理
運
営
臨
時
経
費
／
２
億

１
４
９
３
万
円
】

▼�

幅
広
い
世
代
が
、
運
動
・
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
み
な
が
ら
健
康
づ
く

り
を
行
う
環
境
の
整
備
や
中
央

公
民
館
泊
分
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
の
運
営
な
ど
に
取
り
組

み
ま
す
。【
湯
梨
浜
み
ん
な
の
げ

ん
き
館
事
業
／
３
３
３
２
万
円
】

令和４年度
湯梨浜町の
新規事業　

　令和４年度に取り組む事業のう
ち、主な新規事業などを紹介します。
このほかの主要な事業については、
町ホームページに掲載しています。
【問い合わせ】役場総務課（℡ 35-5301）
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令
和
３
年
度　

町
体
育
協
会
表
彰

　
令
和
３
年
中
に
町
の
ス
ポ
ー
ツ

振
興
に
功
績
の
あ
っ
た
人
や
団
体

の
皆
さ
ん
が
、
町
体
育
協
会
か
ら

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
例
年
、
表
彰

式
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
令
和

３
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
と

し
ま
し
た
。
表
彰
さ
れ
た
の
は
次

の
皆
さ
ん
で
す
。（
敬
称
お
よ
び

団
体
選
手
名
略
）

【
問
い
合
わ
せ
】
町
教
育
委
員
会

　
生
涯
学
習
・
人
権
推
進
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
６
８
）

◆
体
育
功
労
賞

▽
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
＝
實
田
大
輔

◆
優
秀
指
導
者
賞

▽
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
＝
尾
島
麻
美

▽�

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
＝
津
村
喜
章
、

仲
山
和
弘

▽
野
球
＝
中
村
健
太
朗

◆
ス
ポ
ー
ツ
団
体
育
成
賞

▽
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
＝
三
島
晶
子

▽
サ
ッ
カ
ー
＝
川
本
哲
也

▽�

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
＝
戸
羽
正

則
、
濱
田
強
、
尾
川
大
輔

◆
成
績
優
秀
賞

【
小
学
生
／
個
人
】

▽�

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
＝
秋
田
典
舞
、

尾
島
美
月
、
加
藤
沙
徠
、
木
下

夕
萌
、
實
田
珠
愛
、
下
田
こ
こ

ろ
、
谷
岡
優
太
郎
、
信
組
幸
成
、

森
田
誠
史
、
山
本
怜
生
、
山
本

麗
奈
、
米
増
花

▽�

陸
上
＝
坂
口
ブ
レ
イ
ズ
星
來
、

長
田
塁
、
村
岡
心
和
、
山
田
菜
月

▽�

カ
ヌ
ー
＝
石
田
莞
典
、
石
田
夏

瑚
、
植
田
莉
生

▽�

水
泳
＝
杉
井
福
雨
、中
前
結
登
、

本
川
愛
花

▽�

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
＝
秋
久
侑
貴
、

高
橋
伸

▽�

テ
ニ
ス
＝
廣
江
健
生

【
小
学
生
／
団
体
】

▽�

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
＝
ア
ロ
ハ
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ

▽�

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
＝
東
郷
ミ

ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団

【
中
学
生
／
個
人
】

▽�

水
泳
＝
筏
津
健
斗
、河
口
夏
葵
、

杉
井
星
仁
、
中
島
悠
太
、
本
川

美
和

▽�

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
＝
馬
野
獅
斗
、

清
水
咲
楽
、
田
中
憂
聖
、
西
本

奏
海

▽�

陸
上
＝
片
山
杏
樹
、長
田
埜
乃
、

濱
田
悠
希

▽�
テ
ニ
ス
＝
櫻
井
友
子
、
櫻
井
利
真

▽�

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
＝
中
村
柑
那
、

中
村
奈
々
未

▽�

カ
ヌ
ー
＝
川
本
円
花

▽
柔
道
＝
堀
本
泰
治

【
中
学
生
／
団
体
】

▽�

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
＝
湯
梨
浜

中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

女
子
、
湯
梨
浜
中
学
校
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
男
子

▽�

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
＝
湯
梨
浜
中
学

校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
女
子

【
高
校
生
／
個
人
】

▽�

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
＝
網
師
本
遊

羽
、
安
藤
有
摩
、
遠
藤
莉
里
、

香
川
心
來
、
北
村
梨
央
、
村
口

小
波
、
八
木
京
真

▽�

陸
上
＝
生
田
光
輝
、
坂
口
ジ
ャ

ス
ミ
ン
紫
苑
、
濵
中
皆
貴
、
濱

本
か
れ
ん
、
森
本
陽
菜
、
山
田

雅
貴

▽�

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
＝
市
橋
愛
輝
、

岩
本
心
、
川
田
裕
大
、
實
田
煌

羽
、
辻
叶
夢
、
横
山
勇
斗

▽�

水
泳
＝
筏
津
理
斗
、
鏡
美
麗
、

古
川
鈴
夏
、
宮
城
歩
優
、
若
原

翔
誠

▽�

自
転
車
＝
井
上
功
志
、
金
馬
榮

煌
、
田
中
輝
、
濱
口
夕
海
、
山

田
華
恋

▽�

弓
道
＝
上
田
理
怜
、
門
谷
咲
来
、

絹
見
心
、
西
村
有
花
、
濱
田
梨
乃

▽�
テ
ニ
ス
＝
岸
田
結
友
、
小
松
優

貴
、
濵
家
果
子
、
松
本
奈
々
、

八
幡
菜
奈
美

▽�

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
＝
坂
根
梓

未
、
戸
羽
由
紀
野
、
松
谷
羽
夏
、

山
本
萌
音

▽�

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
＝
高
橋
永
、
高

橋
倖
、
田
中
玲
唯
、
松
本
愛
凜

▽�

野
球
＝
飯
田
留
依
、出
西
快
成
、

松
川
凜
愛
、
𠮷
田
拓
真

▽�

卓
球
＝
佐
々
木
翔
、橋
嵜
秀
吾
、

森
田
千
遥

▽�

レ
ス
リ
ン
グ
＝
長
谷
和
海
、
松

村
康
平
、
山
口
大
輝

▽�

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
＝
中
村
日
菜
多

▽�

カ
ヌ
ー
＝
福
本
柊
人

【
一
般
／
個
人
】

▽�

陸
上
＝
石
原
享
子
、北
村
弘
子
、

滝
健
斗
、
寺
地
裕
紀
、
中
本
匠

美
、
藤
田
善
博
、
古
川
孝
之

▽�

水
泳
＝
中
前
雄
一
郎
、
西
川
貴
大

【
一
般
／
団
体
】

▽�

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
＝
東
伯
郡
チ
ー
ム

▽�

水
泳
＝
湯
梨
浜
町
男
子
メ
ド

レ
ー
リ
レ
ー
チ
ー
ム
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ゆ
り
は
ま
ヘ
ル
シ
ー
く
ら
ぶ
健
康
コ
ラ
ム

は
、
医
療
費
・
介
護
費
に
抑
制
効

果
が
得
ら
れ
た
と
の
報
告
が
あ
り

ま
す
。
推
奨
歩
数
は
目
標
が
高
く

て
な
か
な
か
達
成
で
き
な
い
と
い

う
人
は
、
ま
ず
は
比
較
的
達
成
し

　
若
い
世
代
の
皆
さ
ん
へ

ま
ず
は
５
千
歩
を
目
標
に
！

　

働
き
盛
り
の
世
代
は
、
不
規
則

な
食
事
や
運
動
不
足
に
陥
り
や
す

く
、
基
礎
代
謝
の
低
下
に
よ
っ
て

肥
満
に
な
り
や
す
い
年
齢
で
す
。

肥
満
は
放
置
す
る
と
動
脈
硬
化
が

進
み
、
心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
に
至

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。肥
満
予
防
・

解
消
の
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
食

生
活
改
善
や
有
酸
素
運
動
を
意
識

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

65
歳
未
満
の
会
員
１
人
当
た
り

の
１
日
平
均
歩
数
を
み
る
と
、
多

く
の
人
が
３
千
歩
か
ら
５
千
歩
ま

で
の
間
に
分
布
し
て
い
ま
す
。
歩

き
慣
れ
て
い
な
い
人
に
と
っ
て
は
、

１
日
の
推
奨
歩
数
８
千
歩
は
高
い

壁
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

本
事
業
と
同
じ
健
康
ポ
イ
ン
ト

事
業
を
実
施
し
て
い
る
他
自
治
体

の
検
証
で
は
、
１
日
当
た
り
平
均

歩
数
が
５
千
歩
以
上
の
参
加
者

景品内容 必要ポイント数
カタログギフト A（5,000 円相当） 8,000 ポイント
カタログギフト B（3,000 円相当） 5,000 ポイント
町指定ごみ袋（大）×50 枚（1,550 円） 3,000 ポイント
町指定ごみ袋（小）×50 枚（1,300 円） 2,500 ポイント
町指定ごみ袋（大）×10 枚（310 円） 1,000 ポイント
町指定ごみ袋（小）×10 枚（260 円） 1,000 ポイント
タニタ監修メニュー用金券（500 円） 1,000 ポイント

【健康ポイントと交換できる景品一覧】

事業担当者（35歳・男）の健康記録
　下表のとおり、ここ３カ月で筋肉量がみるみるうちに減少し、運動不足型体

た い け い

型
へと変貌してしまいました。ただ、体脂肪率が高まっているわけではないので、
肥満ということではなく単に筋肉が落ちてしまったようです。筋トレを怠ってい
たことがよく分かる結果となりました。
　一方で、歩数に関しては令和２年中の１日平均歩数が約 4,800 歩だったのに対し、
令和３年は 6,600 歩に増加しました。必然的に歩く機会が増えたなどいろいろと要
素はありますが、自分としてはだいぶ歩数を伸ばせたのではないかと感じています。
　昨年末から今年にかけては雪が多く、なかなか歩きにくい状況でしたが、雪解
けとともにようやく春めいてきました。皆さんも春の訪れを意識しながら、お気
に入りのウオーキングコースを歩いてみてください。

項目 R3.12.6 R4.1.7 R4.2.3 R4.3.1
体脂肪率 17.1％ 17.5％ 15.8％ 16.5％

筋肉量 43.7kg 43.3kg 42.4kg 42.4kg
基礎代謝レベル 標準 標準 燃えやすい 燃えやすい

体型判定 運動不足型 運動不足型 運動不足型 運動不足型
当月の１日平均歩数 7,822 歩 5,999 歩 8,672 歩 ―

や
す
い
５
千
歩
を
目
標
に
取
り
組

ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

　

役
場
健
康
推
進
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
５
）

４月から毎日 5,000 歩を達成すると…
　10 ポイント ×275 日＝ 2,750 ポイン
トを獲得できます。歩数を伸ばせば、も
ちろんポイントも増えます。このほか、
健診受診などでもポイントが付きます。
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第
十
一
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

　
特
別
弔
慰
金
と
は

　

特
別
弔
慰
金
は
、
戦
争
で
亡
く

な
っ
た
人
の
遺
族
へ
弔
慰
の
意
を

表
す
た
め
、
戦
没
者
な
ど
の
死
亡

当
時
の
遺
族
に
支
給
さ
れ
る
も
の

で
す
。
詳
し
く
は
、
役
場
町
民
課

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
受
給
要
件

　

令
和
２
年
４
月
１
日
時
点
に
お

い
て
「
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助

料
」
や
「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族

等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
」
を

受
け
る
人
が
い
な
い
場
合
に
手
続

き
で
き
ま
す
。対
象
と
な
る
人
は
、

先
順
位
の
遺
族
１
人
で
す
。

■
請
求
期
限

　

令
和
５
年
３
月
31
日
（
金
）

■
支
給
内
容

　

額
面
25
万
円
、
５
年
償
還
の
記

名
国
債

■
手
続
き
場
所

　

役
場
町
民
課
ま
た
は
東
郷
・
泊

各
支
所

■
必
要
書
類

▼�

本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証

な
ど
官
公
署
発
行
の
顔
写
真
付

き
の
も
の
。
顔
写
真
が
な
い
場

合
は
、
健
康
保
険
証
と
年
金
証

書
な
ど
２
点
必
要
）

▼�

印
鑑
（
記
名
国
債
の
償
還
手
続

き
に
使
用
す
る
も
の
。
ス
タ
ン

プ
印
は
不
可
）

▼�

請
求
者
の
現
在
の
戸
籍
抄
本

（
令
和
２
年
４
月
１
日
以
降
の

状
況
が
分
か
る
も
の
）

▼
現
況
申
立
書
（
該
当
者
の
み
）

※
第
十
回
の
特
別
弔
慰
金
を
受
給

さ
れ
た
人
に
は
、
前
回
請
求
時
の

現
況
申
立
書
（
写
し
）
を
案
内
文

書
と
一
緒
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
請
求
者
の
状
況
に
よ
り
異

な
る
各
種
提
出
書
類
は
窓
口
で
ご

案
内
し
ま
す
。

■
請
求
順
位

①
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
人

②
戦
没
者
等
の
子

③�

戦
没
者
等
と
生
計
を
と
も
に
し

て
い
た
戦
没
者
等
の
父
母
、孫
、

祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹

④�

③
以
外
の
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、

兄
弟
姉
妹

⑤�

①
か
ら
④
以
外
の
戦
没
者
等
の

三
等
親
以
内
の
親
族
（
た
だ
し

戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き

続
き
１
年
以
上
生
計
を
と
も
に

し
て
い
る
こ
と
）

※
請
求
順
位
は
、
こ
れ
以
外
に
も

条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

役
場
町
民
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
１
０
）

請
求
期
限
ま
で
残
り
１
年

　現在、児童を養育しているものの、離婚などによ
り子育て世帯への臨時特別給付金を受け取っていな
い人へ給付金を支給します。なお、給付金を受け取
るには申請が必要となりますので、ご注意ください。
■支給額　対象児童１人当たり 10 万円
※ただし、元養育者から既に給付金の一部または全
部を受け取っていたり、児童のために使用していた
りする場合は、その額を差し引いた額を支給します。
■�対象　離婚などにより子育て世帯への臨時特別給

付金を受け取っていない人で、児童手当の所得制
限を超えておらず、次のいずれかに当てはまる人

▼ 令和３年９月分の児童手当を受給していないが、
令和４年３月分の児童手当を受給することになっ
た人（中学生以下の児童）

▼ 令和３年９月 30 日時点において高校生相当年齢
の子ども（平成 15 年４月２日～平成 18 年４月１
日生まれ）を養育していなかったが、令和４年２
月 28 日時点において養育している人

▼ 上記の要件に準ずる人（DV 特例・施設特例の所
要の手続きを行っていないことで給付金の支給先
が変更されていない場合や、養子縁組、海外から
の帰国により養育者が変更されている場合など）
■�申請手続き　申請書を役場子育て支援課にご提出

ください。申請用紙は役場子育て支援課に備え付け
ているほか、町ホームページからも取得できます。

※必要に応じて確認書類を添付していただく場合が
あります。
■申請期限　４月 28 日（木）必着

令和３年度子育て世帯への
臨時特別給付（支援給付金） 【申し込み・問い合わせ】

役場子育て支援課（℡ 35-5354）
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地
域
介
護
予
防
活
動

支
援
補
助
金

　

運
動
や
体
操
な
ど
の
介
護
予
防

活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
が
継
続

的
に
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
対
象
者

　

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
高
齢
者

５
人
以
上
で
構
成
さ
れ
る
団
体

で
、
そ
の
活
動
が
次
の
要
件
を
全

て
満
た
す
団
体

▼
月
２
回
以
上
開
催
す
る

▼�

１
回
当
た
り
の
活
動
時
間
が
１

時
間
以
上

■
対
象
と
な
る
活
動

　

運
動
機
能
や
認
知
機
能
の
低
下

予
防
に
関
す
る
活
動
、
栄
養
改
善

に
関
す
る
活
動
、
口こ

う
く
う腔
機
能
の
低

下
予
防
や
閉
じ
こ
も
り
予
防
に
関

す
る
活
動
な
ど

■
対
象
経
費

　

事
業
の
実
施
に
要
し
た
経
費

※
栄
養
改
善
活
動
（
料
理
教
室
な

ど
）
の
た
め
の
食
材
費
以
外
の
食

糧
費
・
飲
食
費
は
除
き
ま
す
。

■
１
回
当
た
り
の
補
助
金
額

▼
20
人
以
上
＝
４
千
円

▼
15
人
～
19
人
＝
３
千
円

▼
10
人
～
14
人
＝
２
千
円

▼
５
人
～
９
人
＝
千
円

※
参
加
人
数
に
よ
り
変
動

短
期
集
中
地
区
サ
ロ
ン

（
ゆ
り
り
ん
サ
ロ
ン
）

　

地
域
サ
ロ
ン
な
ど
に
町
職
員

や
介
護
予
防
・
健
康
づ
く
り
リ
ー

ダ
ー
「
ゆ
り
り
ん
メ
イ
ト
」
が
出

向
い
て
、
い
き
い
き
元
気
な
通
い

の
場
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

■
実
施
期
間

　
３
カ
月（
開
始
時
期
は
要
相
談
）

■
活
動
頻
度

　

週
１
回
ま
た
は
月
２
回

　
（
１
時
間
程
度
）

■
活
動
内
容

　

ゆ
り
り
ん
体
操
、
ミ
ニ
介
護
予

防
講
座
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

（
歌
、
脳
ト
レ
、
遊
び
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
）、
体
力
測
定

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

役
場
長
寿
福
祉
課

　
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）　

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
８
）

　
町
で
は
、
高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で

い
き
い
き
と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
集
会
所
な
ど

の
身
近
な
場
所
で
行
う
介
護
予
防
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

身
近
な
介
護
予
防
活
動
を
支
援

　近年増加している特殊詐欺（振り込め詐欺など）
の未然防止を目的に、通話録音装置の貸し出しを行
います。
■�通話録音装置とは　貸し出しを行う通話録音装置

（振り込め詐欺見張隊　新 117）は、通話内容を
自動録音する装置です。着信時に流れるアナウン
スで警告を行い、通話内容を録音することで特殊
詐欺の犯人からの電話をシャットアウトし、特殊
詐欺の防止につながります。
■�貸出対象者　
　町内にお住まいで次のいずれかに該当する人
▼ 65 歳以上の高齢者のみの世帯の人
▼日中に、常に 65 歳以上の高齢者のみとなる世帯
■貸出期間　４月１日（金）～令和５年３月 31 日（金）

※ 貸出期間終了後、返却となります。
■�費用　貸し出しは無料です。ただし装置の使用に

かかる電気代、通信料は自己負担となります。万
が一、ご自身の故意または重大な過失により装置
を破損した場合は、装置の修理費も負担していた
だきます。
■�申し込み方法　「通話録音装置利用申込書」に必

要事項を記入の上、役場産業振興課に提出してく
ださい。申込書は役場産業振興課および東郷・泊
各支所に備え付けているほか、町ホームページか
らも取得できます。
■�その他　貸し出し台数は１世帯１セットとなりま

す。台数に限りがあるため、先着順とします。
■問い合わせ　役場産業振興課（℡ 35-5382）

通話録音装置を貸し出します
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令
和
４
年
度
か
ら
使
い
方
が
変
わ
り
ま
す
！

高
齢
者
・
障
が
い
者
等

タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
助
成
事
業

　

令
和
３
年
度
か
ら
対
象
者
を
拡

大
し
て
交
付
し
た
タ
ク
シ
ー
チ

ケ
ッ
ト
。
こ
れ
ま
で
は
１
回
の
乗

車
で
使
用
で
き
る
チ
ケ
ッ
ト
の
枚

数
は
１
枚
の
み
で
し
た
が
、
令
和

４
年
度
か
ら
は
使
用
方
法
を
変
更

し
、
１
回
の
乗
車
で
使
用
で
き
る

チ
ケ
ッ
ト
の
枚
数
の
上
限
を
な
く

し
ま
す
。

■
事
業
の
内
容　

　

申
請
日
に
お
い
て
、
町
内
に
住

所
を
有
し
、
か
つ
、
在
宅
で
生
活

し
て
い
る
運
転
免
許
証
を
お
持
ち

で
な
い
人（
返
納
・
失
効
・
未
取
得
）

の
う
ち
、
下
の
条
件
の
い
ず
れ
か

に
当
て
は
ま
る
人
を
対
象
に
県
内

で
使
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ

ト
を
交
付
し
ま
す
。
チ
ケ
ッ
ト
は

申
請
月
か
ら
年
度
末
分
ま
で
を
ま

と
め
て
窓
口
で
交
付
し
ま
す
。
申

し
込
み
は
東
郷
・
泊
各
支
所
で
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※
交
付
は
年
度
内
に
１
度
の
み

①に当てはまる人 ②～④のいずれかに当てはまる人

助成内容

申請月から当該年度末まで１カ月
当たり【500 円 × ２枚】を交付
※例…４月に申請する場合、２枚
× 12 カ月（４月から翌年３月まで）
＝ 24 枚を交付

◆②、③の場合
申請月から当該年度末まで１カ月
当たり【500 円 × ２枚】を交付
※例…４月に申請する場合、２枚
× 12 カ月（４月から翌年３月まで）
＝ 24 枚を交付
◆④の場合
申請月から当該年度末まで１カ月
当たり【500 円 × ４枚】を交付
※例…４月に申請する場合、４枚
× 12 カ月（４月から翌年３月まで）
＝ 48 枚を交付

必要書類

▼申請書（代理申請の場合は代理
人の身分証明書）▼対象者の身分
証明書（健康保険証、介護保険証、
マイナンバーカードなど）▼運転
免許の取消通知書または運転経歴
証明書（お持ちの人のみ）

▼申請書（代理申請の場合は代理人
の身分証明書）▼身体障害者手帳、
療育手帳、精神障害者保険福祉手帳、
特定疾病受給者証のいずれか▼運転
免許の取消通知書または運転経歴証
明書（お持ちの人のみ）

【�条件】① 70 歳以上の人② 70 歳未満の人のうち、身体障害者手帳１・２級、療育
手帳Ａ、精神障害者保健福祉手帳１級のいずれかを所持している人③ 70 歳未満の
人のうち、難病患者で特定疾病受給者証を所持している人④腎臓機能障害があり、
透析通院をしている人

【申し込み・問い合わせ】
①役場長寿福祉課（地域
包括支援センター）（℡
35-5379）②～④役場総
合福祉課（℡ 35-5374）

　町内に住所がある 65 歳以上の人や 40 歳から 64
歳までの公的医療保険に加入している人は、町の介
護保険の被保険者となります。しかし介護保険法施
行法により、障がい関連法・生活保護法などの適用
を受けた入所施設などの適用除外施設に入所し、生
活介護および施設入所支援を受けているなどの要件
を満たす人については、介護保険の被保険者に該当
しないとされています。これにより、介護保険料ま
たは医療保険料の介護分がかからなくなりますが、
介護保険のサービスを利用することはできません。
　そのため対象施設に入所する場合や、その施設を
退所する場合または入所した人が 40 歳になった場

合などは、14 日以内に役場へ届出が必要となります。
なお、国民健康保険以外の公的医療保険に加入して
いる場合は、加入している各医療保険者へご連絡く
ださい。
■�対象施設　▼指定障害者支援施設▼医療型障害児

入所施設▼療養介護を行う病院▼指定発達支援医
療機関▼救護施設―など
■届出先・問い合わせ
▼  65 歳以上の人＝役場長寿福祉課（地域包括支援

センター）（℡ 35-5379）
▼  40 歳から 64 歳までの国民健康保険に加入してい

る人＝役場健康推進課（℡ 35-5372）

介護保険適用除外施設の
入退所時には届出が必要です！
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　町では、コミュニケーションが取りづらいこ
とによる閉じこもりや認知機能の低下を防ぐた
め、聴力が低下している高齢者を対象に補聴器
の購入費の一部を助成する事業を行っていま
す。補聴器を使用して「聞こえ」を改善し、家
族や友人と楽しくコミュニケーションを取るこ
とで、積極的に認知症を予防しましょう。
■�対象者　次の要件に全て該当する人
①町内に住所がある満 65 歳以上の人
② 聴覚障害による身体障害者手帳を持っていな

い人
③ 両耳の聴力レベルの平均が 40 デシベル以上

70 デシベル未満の人

■�助成金額　
　補聴器本体の購入金額の２分の１。ただし、
３万円を限度とします。
■�申請手続き
　申請には、医師の証明が必要となります。手
続きの流れを説明しますので、補聴器の購入を
お考えの人は、購入前に役場長寿福祉課にご相
談ください。なお、手続きの流れは町ホームペー
ジでも確認できます。
■��問い合わせ　役場長寿福祉課
　（地域包括支援センター）
　（℡ 35-5379）

高齢者補聴器購入費助成事業

　

５
歳
か
ら
11
歳
ま
で
の
人
も
新
型

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
国
内
の
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
者
全
体
に
占
め
る
子

ど
も
の
割
合
は
増
え
て
い
ま
す
。
ワ

ク
チ
ン
の
効
果
・
安
全
性
な
ど
を
ご

確
認
い
た
だ
き
、
お
子
様
と
一
緒
に

ご
検
討
く
だ
さ
い
。

■
使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン

　

フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製
の
小
児
用
ワ

ク
チ
ン
。
通
常
３
週
間
の
間
隔
を

空
け
て
、合
計
２
回
接
種
し
ま
す
。

■
接
種
の
対
象

　

接
種
日
時
点
で
５
歳
か
ら
11
歳

ま
で
の
人
。
対
象
者
に
は
接
種
券

を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
今
後
５

歳
に
な
る
人
に
は
、
都
度
接
種
券

を
送
付
す
る
予
定
で
す
。

■
接
種
体
制
・
予
約
方
法
な
ど

　

以
下
に
記
載
の
県
中
部
地
区
医

療
機
関
で
接
種
が
可
能
で
す
。
接

種
の
予
約
は
次
の
い
ず
れ
か
の
方

法
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
医
療
機
関
へ
の
直
接
予
約
は
で

き
ま
せ
ん
。

新
型
コ
ロ
ナ

小
児（
５
～
11
歳
）ワ
ク
チ
ン
接
種

①�

町
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
℡
３
５

ｰ

５
３
３
８
）に
電
話
予
約（
平

日
９
時
～
17
時
）

②�

ウ
ェ
ブ
ま
た
は
右
下
の
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
予
約
（https://

jum
p.m
rso.jp/312037

）

※
注
意
点
…
１
、２
回
目
接
種
は

同
じ
医
療
機
関
で
行
い
ま
す
。
１

回
目
接
種
を
予
約
す
る
と
、
２
回

目
接
種
は
自
動
的
に
３
週
間
後
の

日
と
な
り
ま
す
の
で
、
予
約
の
際

は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
医
療
機
関
名

　

▼
ア
ロ
ハ
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ

ク
（
は
わ
い
長
瀬
５
４
９
番
地

14
）
▼
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
お
ん

だ
（
田
後
３
４
０
番
地
５
）
▼
大

石
医
院
（
倉
吉
市
西
倉
吉
町
22
番

地
10
）
▼
岡
本
小
児
科
医
院
（
倉

吉
市
昭
和
町
１
丁
目
61
）
▼
松
田

医
院
（
倉
吉
市
伊
木
２
０
１
番
地

６
）
▼
ま
つ
だ
小
児
科
医
院
（
倉

吉
市
新
町
３
丁
目
１
１
７
８
）
▼

せ
の
お
小
児
科
内
科
医
院
（
琴
浦

町
赤
碕
１
９
８
４
番
地
10
）

■
接
種
に
必
要
な
も
の

　
『
小
児
接
種
の
お
知
ら
せ
』
の

書
類
一
式
、
本
人
確
認
書
類
（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
健
康
保
険

証
な
ど
）、
母
子
健
康
手
帳
、
お

薬
手
帳
（
お
持
ち
の
場
合
）

■
接
種
に
当
た
っ
て
の
注
意
点

▼�

他
の
予
防
接
種
と
の
接
種
間
隔
は

２
週
間
以
上
空
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。

▼�

ワ
ク
チ
ン
の
廃
棄
を
避
け
る
た

め
、
キ
ャ
ン
セ
ル
す
る
場
合
は

接
種
の
５
日
前
ま
で
に
町
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
、
ウ
ェ
ブ
ま
た
は

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
キ
ャ
ン
セ

ル
し
て
く
だ
さ
い
。
当
日
に
体

調
不
良
な
ど
で
接
種
が
で
き
な

い
場
合
は
、
町
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
医
療
機
関
に
必
ず

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▼�

原
則
、
２
回
同
じ
ワ
ク
チ
ン
を

接
種
し
ま
す
。
１
回
目
接
種

後
、
２
回
目
接
種
ま
で
に
12
歳

に
な
っ
た
場
合
で
も
小
児
用
ワ

ク
チ
ン
を
接
種
し
ま
す
。 【問い合わせ】

役場健康推進課
（℡ 35-5375）
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　町では、65 歳以上の高齢者を在宅で介護し
ている家族の精神的・経済的負担の軽減を図る
とともに、要介護高齢者の在宅生活の継続・向
上を図るため、介護用品の購入費を助成する事
業を行っています。
■�対象者　要介護４または５の認定を受けてい

る在宅高齢者を介護しており、申請日時点の
町民税課税状況が非課税世帯である同一世帯
の家族。ただし、在宅高齢者が独居または高
齢者のみの世帯であっても、町内に居住する
町民税非課税世帯の家族が介護に当たってい
れば、同一世帯とみなし助成対象者とします。
■助成額　１枚 2,500 円の助成券を申請のあっ

た月に応じて交付します。
例）▼４月～７月＝ 30 枚（75,000 円相当）
　▼８月～ 11 月＝ 20 枚（50,000 円相当）
　▼ 12 月～翌３月＝ 10 枚（25,000 円相当）
※助成券の使用期限は、申請のあった年度の
年度末です。
■�対象用品　紙おむつ、尿取りパッド、使い捨

て手袋、ウェットティッシュなど
■�対象事業者　ハウジングランドいない（全

店）、ドラッグストアウェルネス（ハワイ店）、
あさひほーむなど
■申請・問い合わせ　役場長寿福祉課
　（地域包括支援センター）（℡ 35-5379）

家族介護用品購入費助成事業

国
保
ド
ッ
ク
検
診
お
よ
び

長
寿
ド
ッ
ク
検
診
の
受
け
付
け
開
始

　

令
和
４
年
度
国
保
ド
ッ
ク
検
診

（
セ
ッ
ト
ド
ッ
ク
・
短
期
ド
ッ
ク
）・

長
寿
ド
ッ
ク
検
診
の
申
し
込
み
受

け
付
け
を
４
月
１
日
（
金
）
か
ら

開
始
し
ま
す
。
受
診
を
希
望
す
る

人
は
、
役
場
健
康
推
進
課
ま
た
は

東
郷
・
泊
各
支
所
窓
口
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
、
各

窓
口
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。���

　

な
お
、
本
年
度
か
ら
国
保
被
保

険
者
の
短
期
ド
ッ
ク
の
コ
ー
ス
を

新
た
に
設
定
し
ま
し
た
。
自
己
負

担
額
な
ど
に
つ
い
て
は
次
の
と
お

り
で
す
。

※
定
員
に
達
し
た
と
き
に
は
受
け

付
け
を
終
了
し
ま
す
。
ま
た
、
４

月
中
に
お
申
し
込
み
い
た
だ
い
た

人
に
つ
い
て
は
、
５
月
下
旬
ま
で

に
決
定
通
知
を
お
送
り
し
ま
す
。

な
お
、
検
診
日
決
定
に
当
た
っ
て

は
ご
希
望
ど
お
り
に
な
ら
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

【
国
保
ド
ッ
ク
検
診
】

■
対
象
者

　

次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
人

①�
町
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
人

②�

令
和
４
年
度
末
（
令
和
５
年
３

月
31
日
時
点
）
の
年
齢
が
40
歳

か
ら
74
歳
ま
で
の
人

③�

過
去
２
年
間
（
令
和
２
・
３
年

度
）
に
セ
ッ
ト
ド
ッ
ク
を
受
診

し
て
い
な
い
人

※
受
診
決
定
後
、
受
診
日
ま
で
に

国
保
以
外
の
保
険
に
加
入
さ
れ
た

場
合
は
、
セ
ッ
ト
ド
ッ
ク
ま
た
は

短
期
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

■
定
員　
１
６
０
人
（
先
着
順
）

■
検
診
内
容　

◆
セ
ッ
ト
ド
ッ
ク

　
（
短
期
人
間
ド
ッ
ク
＋
脳
Ｍ
Ｒ
Ｉ
）

○�

自
己
負
担
金

▼
69
歳
以
下
＝
１
万
５
千
円

▼
70
歳
以
上
＝
８
千
円

○�

受
診
医
療
機
関

　

藤
井
政
雄
記
念
病
院
、
野
島
病

院
、
三
朝
温
泉
病
院
の
い
ず
れ
か

◆
短
期
ド
ッ
ク

　
（
短
期
人
間
ド
ッ
ク
）

○�

自
己
負
担
金

▼
69
歳
以
下
＝
９
千
円

▼
70
歳
以
上
＝
５
千
円

○�

受
診
医
療
機
関

　

藤
井
政
雄
記
念
病
院

【
長
寿
ド
ッ
ク
検
診
】

■
対
象
者

　
令
和
４
年
度
末
（
令
和
５
年
３
月

31
日
時
点
）
の
年
齢
が
77
歳
の
人

■
定
員　
10
人
（
先
着
順
）

■
自
己
負
担
金　
５
千
円

■
受
診
医
療
機
関

　

藤
井
政
雄
記
念
病
院

■
問
い
合
わ
せ
　

　

役
場
健
康
推
進
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
５
）
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■支給月額
【児童扶養手当】

　ひとり親家庭や、父母に代わって児童を養育
している人に支給される手当です。
▼全部支給＝ 43,070 円
▼一部支給＝ 43,060 円～ 10,160 円
（第２子加算額）

▼全部支給＝ 10,170 円
▼一部支給＝ 10,160 円～ 5,090 円
（第３子加算額）

▼全部支給＝ 6,100 円
▼一部支給＝ 6,090 円～ 3,050 円

【特別児童扶養手当】
　身体や精神に中程度以上の障がいがある 20
歳未満の子どもを養育している人に支給される
手当です。
▼１級（重度）＝ 52,400 円
▼２級（中程度）＝ 34,900 円
【特別障害者手当・障害児福祉手当】

　身体や精神に重度の障がいがあり、常時介護を
必要とする在宅障がい者に支給される手当です。
▼特別障害者手当＝ 27,300 円
▼障害児福祉手当＝ 14,850 円
■問い合わせ　役場総合福祉課（℡ 35-5373）

４月分からの支給月額をお知らせ
児童扶養手当・特別児童扶養手当など

令
和
４
年
４
月
か
ら

成
年
年
齢
が
変
わ
り
ま
す

　
成
年
年
齢
は

い
つ
か
ら
変
わ
る
の
？

　

こ
れ
ま
で
は
20
歳
を
迎
え
る
誕

生
日
が
成
年
と
な
る
日
で
し
た
が
、

成
年
年
齢
が
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
令
和
４
年
４
月
１
日

を
基
準
と
し
て
２
０
０
２
年
４
月

２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
は
、
下

表
の
と
お
り
成
年
を
迎
え
ま
す
。

　　
歳
に
な
る
と

何
が
変
わ
る
の
？

　

民
法
が
定
め
て
い
る
成
年
年
齢

は
「
１
人
で
契
約
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
年
齢
」
と
「
父
母
の
親
権

に
服
さ
な
く
な
る
年
齢
」
の
二
つ

の
意
味
が
あ
り
ま
す
。
18
歳
に
な

る
と
、
親
の
同
意
を
得
な
く
て
も

自
分
の
意
思
で
さ
ま
ざ
ま
な
契
約

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

一
方
、
成
年
年
齢
が
18
歳
に

な
っ
て
も
飲
酒
や
喫
煙
、
競
馬
な

ど
の
公
営
競
技
に
関
す
る
年
齢
制

限
は
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ず
20
歳

と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆�

18
歳（
成
年
）に
な
っ
た
ら
で

き
る
こ
と

＝�

▼
携
帯
電
話
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
な
ど
の
契
約
▼
公
認
会

計
士
や
司
法
書
士
な
ど
の
国
家

資
格
の
取
得
▼
結
婚
―
な
ど

◆�

20
歳
に
な
ら
な
い
と
で
き
な
い

こ
と

＝�

▼
飲
酒
▼
喫
煙
▼
競
馬
、競
輪
、

オ
ー
ト
レ
ー
ス
、
競
艇
の
投
票

券
の
購
入
▼
大
型
・
中
型
自
動

車
免
許
の
取
得
―
な
ど

　
歳
に
な
っ
て

気
を
付
け
る
こ
と
は
？

　

未
成
年
者
の
場
合
、
契
約
に
は

親
の
同
意
が
必
要
で
す
。
も
し
未

成
年
者
が
親
の
同
意
を
得
ず
に
契

約
し
た
場
合
に
は
、
民
法
で
定
め

ら
れ
た
「
未
成
年
者
取
消
権
」
に

よ
っ
て
そ
の
契
約
を
取
り
消
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

成
年
に
達
す
る
と
、
親
の
同
意

生年月日 新成人となる日 成年年齢
2002 年４月１日以前生まれ 20 歳の誕生日 20 歳
2002 年４月２日～
2003 年４月１日生まれ 2022 年４月１日 19 歳

2003 年４月２日～
2004 年４月１日生まれ 2022 年４月１日 18 歳

2004 年４月２日以降生まれ 18 歳の誕生日 18 歳

が
な
く
て
も
自
分
で
契
約
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
未
成
年

者
取
消
権
に
よ
る
契
約
の
取
消
し

は
で
き
な
く
な
る
た
め
、
知
識
や

経
験
の
乏
し
い
18
、
19
歳
の
消
費

者
ト
ラ
ブ
ル
の
増
加
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。
契
約
に
は
責
任
も
生
じ
ま

す
。
契
約
や
買
い
物
は
し
っ
か
り

と
考
え
て
か
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。

【問い合わせ】
町 教 育 委 員 会 生
涯学習・人権推進
課（℡ 35-5367）

【成年年齢基準】

18

18
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■�団体の紹介　私たちは、町の無形民俗文化財である
「宇野三ツ星盆踊り」の伝承活動をしています。この

踊りは兵庫県から伝わったといわれており、近隣の
三ツ星踊りとは異なる特徴があります。毎年お盆の
３日間には安楽寺境内で、地蔵盆には宇野地蔵ダキ
の前で、子どもから大人まで太鼓を中心に輪になっ
て踊ります。そのほか民謡まつりなどのイベント出
演や、小中学生への踊りの指導もしています。つい
先日、踊りの手引きを記録した DVD が完成しました。

■ コメント　ふるさとの伝統文化を次世代へ守り伝え
ていくため、私たちと一緒に活動しませんか。

■問い合わせ　町教育委員会（℡ 35-5367）

町内の
各種団体を紹介

Vol.20

宇野三ツ星盆踊り保存会

　町内のボランティア団体や、協会、
委員などの各種団体を紹介します。
入会希望の人、活動の詳細などは、
各団体にお問い合わせください。

　
固
定
資
産
税
の
評
価
お
よ
び
課
税
を
適
正
に
行
う
た
め
、
納

税
者
ま
た
は
納
税
義
務
者
が
固
定
資
産
の
価
格
な
ど
を
確
認

で
き
る
縦
覧
・
閲
覧
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
縦
覧
・
閲
覧
で

き
る
場
所
は
、
役
場
町
民
課
お
よ
び
東
郷
・
泊
各
支
所
で
す
。

【問い合わせ】
役場町民課（℡ 35-3117）

評
価
額
や
資
産
内
容
な
ど
を
確
認
で
き
ま
す

固
定
資
産
税
の
縦
覧
・
閲
覧
制
度

縦
覧
制
度

　

土
地
や
家
屋
の
評
価
額
を
、
縦

覧
帳
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
る
他
人

の
土
地
や
家
屋
の
評
価
額
と
比
較

で
き
る
制
度
で
す
。

　

な
お
、
土
地
の
み
の
納
税
者
は

土
地
の
み
、
家
屋
の
み
の
納
税
者

は
家
屋
の
み
縦
覧
で
き
ま
す
。

■�

縦
覧
期
間

　

４
月
１
日
（
金
）
か
ら

　

６
月
30
日
（
木
）
ま
で

※
土
日
・
祝
日
を
除
く

■�

必
要
な
も
の

▼�

納
税
者
＝
運
転
免
許
証
な
ど
の

身
分
証
明
書

▼�

代
理
人
＝
納
税
者
の
記
名
・
押

印
が
あ
る
委
任
状
お
よ
び
代
理

人
の
身
分
証
明
書

■
手
数
料　
無
料

閲
覧
制
度

　

固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ

れ
た
自
己
の
資
産
内
容
を
確
認
で

き
る
制
度
で
す
。
借
地
人
や
借
家

人
も
、
借
用
物
件
の
課
税
台
帳
を

閲
覧
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
６
月
に
納
税
通
知
書
と

一
緒
に
お
届
け
す
る
「
課
税
明
細

書
」で
も
内
容
を
確
認
で
き
ま
す
。

■
閲
覧
期
間

　

年
間
を
通
し
て
可
能
で
す
。

※
土
日
・
祝
日
を
除
く

■
必
要
な
も
の

▼�

納
税
者
＝
運
転
免
許
証
な
ど
の

身
分
証
明
書

▼�

代
理
人
＝
納
税
者
の
記
名
・
押

印
が
あ
る
委
任
状
お
よ
び
代
理

人
の
身
分
証
明
書

▼�

借
地
人
・
借
家
人
＝
賃
貸
借
契

約
書
な
ど
と
、
借
地
人
・
借
家

人
の
身
分
証
明
書

■�

手
数
料　

　

１
件
当
た
り
３
０
０
円
で
す

が
、
上
記
縦
覧
期
間
中
は
無
料
で

す
。
課
税
台
帳
の
写
し
は
、
１
枚

10
円
で
す
。　相続、贈与などで土地や建物の所有者

を変更した場合は、令和４年度課税分か
ら所有者が変更になります。
　引き続き口座振替での納税をご希望の
際は、新たな所有者名で口座振替の手続き
が必要になりますので、ご注意ください。

令和３年中に
所有権移転をした人へ
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カローリング体験教室
～氷上の「カーリング」を室内で楽しみましょう～

スロー・エアロビクス教室母の日に贈ろう
スイーツ作り教室

湯
梨
浜
文
芸

公

中

央

公

民

館
（
℡
３
２ｰ

１
１
１
６
）

中
央
公
民
館
羽
合
分
館
（
℡
３
５ｰ

５
３
４
４
）

中
央
公
民
館
泊
分
館
（
℡
３
４ｰ

３
０
１
１
）

今
月
の
一
句
・
一
首

信

館
民

通

日�時　４月 12 日（火）
　13 時 30 分～ 14 時 30 分
場�所　中央公民館
講師　河本珠紀さん（健康運動実践指導者）
参加費　無料
持�ち物　飲み物、タオル、
　運動のできる服装、シューズ
定員　先着 15 人
申込期限　４月８日（金）
申�し込み・問い合わせ　
　中央公民館

日�時　４月 26 日（火）13 時 30 分～ 15 時
場所　中央公民館泊分館
講師　町スポーツ推進委員
参加費　無料
持�ち物　飲み物、タオル
定員　先着 12 人
申込期限　４月 19 日（火）
申�し込み・問い合わせ　
　中央公民館泊分館

日�時　５月７日（土）10 時～ 11 時 30 分
場所　中央公民館羽合分館
講師　鎌田忍さん
内�容　プリンにフルーツやクリームを

トッピングする
参加費　500 円（材料代）
持ち物　エプロン、三角巾、タオル、
　保冷バック
定員　先着 10 人
※ 小学校２年生以下は保護者同伴
申込期限　
　４月 28 日（木）
申�し込み・問い合わせ　
　中央公民館羽合分館

スロー・エアロビクス教室
～ゆったりとした基本のステップで覚えやすい～

カローリング体験教室
～氷上の「カーリング」を室内で楽しみましょう～

は
わ
い
短
歌
会

病
院
の
片
隅
に
来
た
お
正
月
新
し
い
年
ベ
ッ
ド
で
迎
え
る　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
川　

愛
子

朝
ま
だ
き
降
り
積
む
雪
を
踏
み
分
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
か
け
る
二じ

な
ん男
の
無
事
を
祈
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

���

北
村　

正
枝

田
舎
に
も
カ
ー
ド
に
払
ふ
世
と
な
り
ぬ
小
銭
数
ふ
る
こ
と
の
遠
の
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

植
原
眞
由
美

白
内
障
オ
ペ
終
へ
静
か
に
ひ
と
眠
り
病
室
で
聞
く
「
夕
焼
け
こ
や
け
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
部　

秀
子

雪
解
け
て
取
付
け
終
へ
し
エ
ア
コ
ン
の
温
き
風
得
て
身
の
熟こ

な

し
生
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
崎　

美
雪

輸
血
し
て
酸
素
吸
入
寝
台
に
ふ
と
見
る
窓
に
旭あ

さ
ひ

輝
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

���

多
田　

典
子

母の日に贈ろう
スイーツ作り教室
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町   立   図   書   館（℡ 48-6012）
羽   合   図   書   室（℡ 47-5552）
しおさいプラザとまり（℡ 34-3226）
開館時間／ 10 時～ 18 時
休�館日／ ４ 日、11 日、18 日、

22 日、25 日

図書館
だより

おはなし会
1  おはなしグループ「グー・

チョキ・パー」の皆さんに
よる絵本の読み聞かせ
■日時　４月 16 日（土）
■場所　羽合図書室
2 図書館ボランティアによる

絵本の読み聞かせ
■日時　４月 24 日（日）
■場所　しおさいプラザとまり
3  職員による絵本の読み聞かせ
■日時　４月 29 日（金・祝）
■場所　町立図書館
※ 123 は全て、10 時 30 分
から 11 時までです。

４月の特集コーナー
【町立図書館】
文�房具・雑貨特集　
　新生活に役立ちそうな文房具や雑貨に関する本を集めました。
��「�子どもの読書の日」特集　４月 23 日の「子どもの読書の日」に合わせて、

絵本や児童書の名作や新作を紹介します。
【羽合図書室】
朝�活特集　朝の時間を活用できるような本を集めました。早起きをして

生活を整えてみませんか。
【しおさいプラザとまり】
パ�ン特集　４月 12 日の「パンの記念日」に合わせて、パンの出てくる

お話やパン作りの本などを紹介します。

図書館職員が選ぶ、今月の一冊！
『ひとりでカラカサさしてゆく』／江國香織�著

　80 歳過ぎの３人の男女が大みそかのホテルで猟
銃自殺。３人に一体何があったのか周囲は誰も理
解不能…。昭和を生きてきた人が現代に戸惑い、
命を落としていく。一方で、その死を受け入れら
れないまま、残された現代に生きていかなければ
ならない者に対してはコロナウイルスの脅威が…。
人生におけるいくつもの喪失と終

しゅうえん

焉。幾層もの「時
代のタペストリー」が、読む者の心をつかみます。

『読書通帳』を始めてみませんか
　利用者の皆さんの利便性向上を図るため、町立図書館では読書通帳機
を導入しています。これは希望者に発行する「読書通帳」に、利用者の
皆さんに借りていただいた本のタイトルなどを記録するものです。
　これにより「これまでどれだけの読書をしたのかな」「以前借りた本
のタイトルは何だったっけ」といった疑問を解消でき、その情報を自身
の通帳で管理できます。通帳への記入は、貸出手続きから返却手続きま
での間に各図書館に設置している読書通帳機で行います。費用も一切か
かりませんので、ぜひご利用ください。

う
ま
い
梨
づ
く
り
共
進
会
表
彰

栽
培
技
術
お
よ
び
経
営
改
善
意
欲
を
高
揚

　

令
和
３
年
産
の
湯
梨
浜
町
う
ま
い
梨

づ
く
り
共
進
会
表
彰
が
行
わ
れ
、
東
郷

二
十
世
紀
梨
の
出
荷
量
・
糖
度
・
秀
率
・

果
重
を
審
査
し
た
結
果
、
次
の
皆
さ
ん

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

▼
特
別
表
彰
＝
横
川
芳
博
（
上
浅
津
）

▼�

優
秀
賞
＝
土
井
達
行
（
別
所
）、

山
根
一
伸
（
国
信
）

▼�

優
良
賞
＝
堀
優
一
（
宇
谷
）、

　

唐
﨑
大
義
（
中
興
寺
）、
森
田
大
成

　
（
川
上
）、
前
田
幸
男
（
門
田
）、

　

村
田
益
美
（
別
所
）、山
田
正
明
（
野

　

方
）、
中
山
健
一
（
別
所
）

　

町
い
き
い
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

活
動
優
秀
団
体
へ
の
表
彰
式
が
２
月

21
日
、
役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
度
は
、
町
内
子
ど
も
園

や
介
護
福
祉
施
設
な
ど
を
訪
問
し
、

工
作
や
踊
り
な
ど
を
通
じ
て
住
民
交

流
の
促
進
に
貢
献
し
た
「
夢
ち
ゃ
ん
」

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
受
賞
し
た
感
想

に
つ
い
て
、
河
本
幸
子
代
表
は
「
と

て
も
う
れ
し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

町
民
の
皆
さ
ん
が
明
る
く
楽
し
く
過

ご
せ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

た
い
で
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

町
い
き
い
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
感
謝
状

活
動
を
通
じ
て
地
域
社
会
に
貢
献

表彰された皆さん

感謝状と記念品を手にする「夢ちゃん」のメンバー
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る
人
が
多
い
こ
と
か
ら
、
多
言
語
に
加

え
「
や
さ
し
い
日
本
語
」
も
情
報
提
供

の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
や
さ
し
い
日
本
語
で

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
地
域
を

　

日
本
語
を
母
語
と
し
て
話
す
人
も
外

国
人
が
話
す
日
本
語
を
理
解
す
る
と
と

も
に
、
自
身
の
使
う
日
本
語
を
相
手
が

理
解
で
き
る
よ
う
に
話
す
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
付
け
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

鳥
取
県
に
は
４
４
８
７
人
（
令
和
３

年
12
月
末
）、
湯
梨
浜
町
に
は
81
人
（
令

和
４
年
２
月
末
）
の
外
国
人
が
い
ま
す
。

普
段
の
生
活
だ
け
で
な
く
災
害
時
な
ど

で
も
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
地
域
を

つ
く
る
た
め
に
「
や
さ
し
い
日
本
語
」

に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
願

い
、
本
年
度
、
ゆ
り
は
ま
人
権
セ
ミ
ナ
ー

で
は
「
や
さ
し
い
日
本
語
」
の
研
修
会

を
計
画
し
て
い
ま
す
。
開
催
日
時
は
、

広
報
ゆ
り
は
ま
や
町
防
災
行
政
情
報
無

線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
町
民
の

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

１
月
末
に
鳥
取
県
「
や
さ
し
い
日
本

語
」
研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た
。「
や

さ
し
い
日
本
語
」
と
は
、
日
本
語
を
母

語
（
幼
児
期
に
自
然
な
状
態
で
取
得
す

る
語
）
と
す
る
人
が
、
日
本
語
を
母
語

と
し
な
い
人
に
も
分
か
る
よ
う
な
配
慮

を
し
て
話
し
た
り
書
い
た
り
す
る
日
本

語
の
こ
と
で
す
。

　
「
や
さ
し
い
日
本
語
」
の
取
り
組
み

の
き
っ
か
け
は
、１
９
９
５
年
の
阪
神
・

淡
路
大
震
災
の
時
に
多
く
の
外
国
人
が

適
切
な
情
報
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と

で
す
。
そ
の
時
の
状
況
を
教
訓
に
、
在

住
外
国
人
の
中
に
は
日
本
語
を
理
解
す 町教育委員会生涯学習・人権推進課（℡35-5369）

～多様性　みんなで認め　つながろう～

人権教育シリーズvol.118

共に

生きる―

湯
梨
浜
今
昔
物
語

　

平
成
８
年
に
、
当
時
の
羽
合
町
長
と

ハ
ワ
イ
郡
長
と
の
間
で
姉
妹
都
市
提
携

の
調
印
が
行
わ
れ
、
ハ
ワ
イ
郡
と
の
交

流
が
始
ま
り
ま
し
た
。
調
印
に
至
る
ま

で
に
は
、
数
々
の
課
題
や
関
係
者
の
尽

力
が
あ
り
ま
し
た
。
な
か
で
も
、
岩
本

美
紀
雄
氏
の
功
績
は
多
大
で
す
。

　

昭
和
48
年
頃
よ
り
、
旧
羽
合
町
と
各

種
団
体
は
「
ハ
ワ
イ
ま
つ
り
」
を
開
催

し
た
り
、
浅
津
温
泉
を
羽
合
温
泉
に
改

名
し
た
り
し
て
ム
ー
ド
を
つ
く
り
、「
日

本
の
ハ
ワ
イ
」「
パ
ス
ポ
ー
ト
の
要
ら

な
い
ハ
ワ
イ
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

に
、
当
地
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
宣
伝

の
効
果
も
あ
り
、
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
に

は
大
変
な
賑に

ぎ

わ
い
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
時
、
岩
本
氏
は
羽
合
海
岸
の
近
く

で
民
宿
シ
ー
サ
イ
ド
ハ
ワ
イ
ビ
ー
チ
を

経
営
し
て
い
ま
し
た
。
日
頃
か
ら
当
地

を
盛
り
上
げ
る
方
策
を
思
案
し
て
い
た

岩
本
氏
は
、
平
成
２
年
に
大
阪
で
開
催

さ
れ
た
国
際
花
と
緑
の
博
覧
会
で
、
ハ

ワ
イ
の
ダ
ン
サ
ー
が
シ
ョ
ー
を
し
て
い

る
と
知
り
「
ハ
ワ
イ
ま
つ
り
で
本
場
の

フ
ラ
ダ
ン
ス
を
踊
っ
て
ほ
し
い
」
と
い

う
熱
い
思
い
が
込
み
上
げ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
ア
ポ
な
し
で
ハ
ワ
イ
い
ち

ご
と
ス
ル
メ
を
手
土
産
に
会
場
に
向
か

い
ま
し
た
が
、
結
果
は
門
前
払
い
で
し

た
。
数
日
後
、
２
回
目
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

で
担
当
者
と
少
し
会
話
を
す
る
こ
と
が

で
き
、さ
ら
に
数
日
後
、３
回
目
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
パ
ビ
リ
オ
ン
館
長
に
会
い
思

い
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
館

長
か
ら
は
「
我
々
は
公
的
立
場
で
出
演

し
て
い
ま
す
。
民
間
で
は
な
く
公
的
な

行
政
に
よ
る
対
応
が
必
要
で
す
」
と
の

回
答
を
得
ま
し
た
。
早
速
、
役
場
担
当

課
に
提
案
を
行
い
、
町
長
の
賛
同
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
第
８
回
ハ
ワ
イ
ま
つ
り
に
ス

ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
と
し
て
、
ハ
ワ
イ
州

か
ら
総
勢
20
名
を
招し

ょ
う
へ
い聘
、
本
場
の
フ
ラ

ダ
ン
ス
の
披
露
を
実
現
し
、
こ
れ
を
機

に
ハ
ワ
イ
郡
と
の
提
携
が
具
体
化
し
て

い
き
ま
し
た
。
岩
本
氏
の
奮
闘
が
な
け

れ
ば
、
提
携
は
実
現
し
な
か
っ
た
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

町
文
化
財
保
護
委
員

　
　
　
　
　
　
　

田
渕　

喜
之（
橋
津
）

ハ
ワ
イ
郡
と
の
姉
妹
都
市
提
携

　
や
さ
し
い
日
本
語
研
修
会
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進め！ ～地域おこし協力隊通信～
vol.73協力隊

　

こ
ん
に
ち
は
。

地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
明
石
で
す
。

３
月
に
松
崎
地
区

で
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
し
た
。「
ゆ
り
は
ま
ヘ
ル
シ
ー

く
ら
ぶ
」
へ
の
入
会
を
機
に
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
習
慣
が
身
に
つ
い
た

と
い
う
人
が
増
え
る
中
、
イ
ベ
ン

ト
を
通
じ
て
会
員
同
士
の
交
流
が

生
ま
れ
有
意
義
な
時
間
に
な
り
ま

し
た
。

　

さ
て
、
３
月
か
ら
県
外
の
人
に

町
の
魅
力
を
手
紙
で
伝
え
る
「
ゆ

り
は
ま
文
通
フ
ェ
ロ
ー
」
と
い
う

取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。
ま
た
、

協
力
隊
の
活
動
内
容
や
町
の
情
報

を
掲
載
し
た
手
書
き
の
チ
ラ
シ「
ゆ

り
は
ま
協
力
隊
ｌ
ｅ
Ｋ
ａ（
レ
カ
）」

を
、松
崎
駅
前
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

ど
れ
み
に
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
多
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
ゆ
る
り

ん
館
で
は
、
４
月
29
日
か
ら
５

月
５
日
ま
で
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

イ
ー
ク
に
特
別
企
画
を
用
意
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　いよいよ桜が咲く季節になりましたが、
皆さんは花見に行きましたか？　桜は英語
で「cherry blossom（チェリーブロッサム）」
と言いますが、実はアメリカでも「sakura」
で通じるほど有名なのです。首都のワシン
トン D.C. で毎年春に開催される「全米桜
祭り」は、1912 年（明治 45 年）に当時
東京市長であった尾崎行雄が日米間の友好
関係の証としてワシントンに桜を寄贈した
ことを記念して行われており、大勢の人で
にぎわっています。
　さて、これに関連し先日湯梨浜町の桜コ
ミュニティー施設内にある「天女桜」を初
めて見ました。宇宙を旅した桜の子孫であ
り、鳥取県中部地震復興のシンボルとして
植樹されたと聞き、大変驚くとともに桜は
日本の人にとって大切な存在なんだと感じ
ました。それから、桜の開花は新生活のス
タートを告げるものと知り、なおさら興味
がわきました。
　新しいスタートと言えば、私は湯梨浜町

に着任して、ある挑戦を始めました。それ
は日本での車の運転です。アメリカでは
16 歳から運転免許を取得できますが、私
は高校時代から車で通学していたので、運
転経験は十分あります。それでも不安だっ
たのは日本は道路が狭いこと、アメリカと
は反対の左側通行であること、車が右ハン
ドルであるということでした。それゆえ、
最初は緊張して運転していましたが、交通
量がそれほど多くなく、思ったより運転し
やすかったため数日で慣れることができま
した。すっかり日本での運転に慣れてし
まったので、逆に帰国後の運転が不安に
なっています（笑）。今ではドライブが趣
味になり、休日は県内のいろいろな場所に
行き、景色を見るなどして楽しんでいます。
先日行った馬ノ山展望台から眺める湯梨浜
町の景色が特に感動的でした。
　皆さんも、桜が咲くこの時季に何か新し
いことを始めてみませんか。応援していま
す。では、また来月！

Let's Drive!vol.04

国際交流員ジャック・グレンの
雑談コーナー

ジャックと
豆知識

29 広報ゆりはま



　「日本海新聞ふるさと大賞 2021」の表彰式
が２月 20 日、役場講堂で行われました。
　地域貢献賞には、桜コミュニティー施設内
に植樹されている「宇宙桜」などを管理する

「宇宙桜ガーデニングプロジェクト」と、町内
の歴史文化の価値や魅力を伝えるための研究・
保存・活用に取り組む佐々木靖彦さんが選ば
れました。
　またスポーツ文化功労賞には、女子相撲の
学生選手権大会や全日本選手権大会で優勝を
飾り、西日本学生相撲連盟から県内では初と
なる最優秀選手賞を受賞された松本渚さんと、
全国や西日本などの小学生大会に多くの団員
が出場し上位入賞を果たした「羽合ソフトテ
ニススポーツ少年団」が選ばれました。

地域文化・スポーツの発展に貢献
日本海新聞ふるさと大賞 2021

　２月 27 日、ハワイアロハホールで「第 19
回五色百人一首鳥取県大会」が開催されました。
　五色百人一首とは、100 枚ある百人一首の
札を５色（１色 20 枚）に分けることで子ども
でも簡単に遊べるよう発案されたルールのこ
と。約 30 年前に考案され、今では全国の多く
の学校で親しまれているそうです。
　当日はフェースシールドやマスクを着用す
るなどの感染症対策を実施しながら、読み上
げられた歌の札を見つけると間髪入れず手を
伸ばす子どもたちの姿が見られました。 　自衛隊入隊者激励会が３月 14 日、役場で行

われました。会では、入隊者代表の美甘真帆さ
んが「立派な自衛官になるため、初心を忘れず
頑張ります」と決意を語られました。今回の入
隊者・入隊先は以下のとおりです。（敬称略）
▼小泉雄持＝海上自衛隊舞鶴教育隊
▼山田愛梨＝海上自衛隊舞鶴教育隊
▼石川大介＝海上自衛隊呉教育隊
▼美甘真帆＝航空自衛隊防府南基地
▼錦織麗也＝航空自衛隊防府南基地
▼森鳴響＝航空自衛隊防府南基地

YurihamaTopics
ゆりはまトピックス まちの話題

畳の上で繰り広げられる熱闘
第 19回五色百人一首

町出身の入隊予定者にエール
自衛隊入隊者激励会

ふるさと大賞を受賞された皆さん

真剣な表情で取り札を競う子どもたち

激励会に参加された入隊予定者と関係者
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　メロン苗の定植時期を迎え、新川地内にあ
る松本憲一さんのほ場では、町特産クレオパ
トラメロンの苗を植える松本さんの姿が見ら
れました。
　作業を終えた松本さんは「おいしいメロンに
なってほしいという思いで植えました。栽培管
理は大変ですが、出荷に向け楽しみながら育て
ていきたいと思います」と話されました。

　とうごうこども園の園児が３月 15 日、今年
１月から大切に育ててきたサケの稚魚約 50 匹を

「めぐみのゆ公園」近くの岸から放流しました。
　毎年、町内のこども園や小学校などでは、
自然や生命を大切にする心を養うことを目的
にサケの飼育・放流に取り組んでいます。園
児たちは、５㎝程度に育ったサケの稚魚が入
れられたコップを持って池の岸に歩み寄り、

「元気でね」「また帰ってきてね」などと声を
掛けながら水の中へサケを見送っていました。
　この日放流したサケは約４年かけて成長し、
その後産卵のため生まれ故郷である東郷池に
戻ってくるそうです。

　３月２日、松崎駅前総合相談センターどれ
みを発着点とするウオーキングイベントが開
催されました。
　参加者たちは、始めにヨガでウオーミング
アップを行った後、昔と変わらない街並みを
感じながら松崎商店街を北へ散策。途中松崎
神社に寄るなど約１時間ウオーキングに汗を
流しました。身

近
な
話
題
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　
役
場
企
画
課
（
℡
３
５ｰ
５
３
０
５
）

大きくなって帰ってきてね
サケの稚魚放流

上品で大玉な実りを願い―

みんなと一緒に楽しく運動

湯梨浜メロンの定植が始まる

松崎ウオーキング

　町国際交流協会が主催する国際理解講座が３
月６日、ハワイアロハホールで催されました。
　当日は「湯梨浜町とハワイ郡　友好姉妹都
市提携への道」をテーマに、ハワイ郡との姉
妹都市提携に尽力された岩本美紀雄さんと元
羽合町長の井上正直さんのお二人が、当時の
思い出や苦労話について講演。また会場には
現地の交流の様子を記録した写真が置かれる
など、両都市の親密具合が感じられる飾り付
けがされていました。
　同会の堀内幸子会長は「多くの人の努力に
より交流が続いていることを皆さんに知って
もらいたいです」と話されました。

両都市の絆をこれからも―
国際理解講座「湯梨浜町とハワイ郡」

ハワイの花であるハイビスカスを手に講演する岩本さん

松崎神社への階段を上る参加者

コップを使いサケを放流する園児

苗を定植する松本さん

31 広報ゆりはま



希
望
の
項
目
を
選
択
い
た
だ
き
、
役

場
企
画
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
内
容
な
ど
の
詳
細
は
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
ま
ち
づ
く
り
座
談
会
項
目
一
覧
】

生�

活
関
連　

　
町
の
防
災
対
策
、
交
通
安
全
対
策
、

ご
み
の
減
量
と
分
別
、
環
境
保
全
、

戸
籍
・
住
民
登
録
の
手
続
き
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
、
固
定
資
産
税
、
上

下
水
道
、
町
道
に
つ
い
て
、
消
費
者

生
活

福�

祉
関
連　

　
町
保
育
サ
ー
ビ
ス
と
子
育
て
支
援

策
、
各
種
保
険
制
度
（
国
民
健
康
保

険
、後
期
高
齢
者
医
療
、介
護
保
険
）、

要
介
護
状
態
と
な
ら
な
い
た
め
に
、

高
齢
者
・
障
が
い
者
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
づ
く
り

健�

康
づ
く
り
関
連　

　
健
康
診
断
、
健
康
対
策

産�

業
関
連　

　
農
林
水
産
業
各
種
制
度
、
農
産
物

加
工
講
座
に
つ
い
て
、
商
工
観
光
各

種
制
度
事
業

教�

育
関
連　

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、
歴
史
文
化
と
文

化
財
に
つ
い
て
、
学
力
向
上
対
策

そ�

の
他　

　
人
権
を
考
え
る
、
町
の
財
政
状
況
、

音
声
告
知
機
の
使
い
方
、
男
女
共
同

参
画
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ま
ち
づ
く

り
活
動
に
つ
い
て
、
個
人
情
報
保
護

制
度
と
情
報
公
開
制
度
、
地
方
創
生
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て

申�
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　
役
場
企
画
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
０
６
）

　
（
７
８
・
３
平
方
㍍
）

※
農
機
具
倉
庫
、
駐
車
場
あ
り

使
用
料　

　
１
区
画
あ
た
り
年
額
１
５
６
０
円

【
泊
体
験
農
園
】

場
所　
泊
３
９
９
番
地
２
ほ
か

募
集
区
画　
６
区
画

（
１
区
画
当
た
り
１
０
０
平
方
㍍
）

※
駐
車
場
、
器
具
庫
あ
り

使
用
料　

　
１
区
画
あ
た
り
年
額
２
０
８
０
円

募
集
期
限　
４
月
15
日
（
金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　
役
場
産
業
振
興
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
８
４
）

　　

町
で
は
、
町
内
に
住
所
を
有
し

町
立
中
学
校
以
外
に
通
学
す
る
生
徒

（
予
定
者
含
む
）
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購

入
に
対
し
て
補
助
金
を
設
け
て
い
ま

す
。
上
限
は
３
千
円
で
、
生
徒
１
人

に
つ
き
１
回
限
り
で
す
。
希
望
す
る

人
は
購
入
か
ら
１
年
以
内
に
役
場
総

務
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
詳

細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
役
場
総
務
課

　
（
℡
３
５ｰ

３
１
１
５
）

　
町
で
は
、
町
政
に
つ
い
て
住
民
の

皆
さ
ん
の
理
解
を
深
め
る
た
め
「
ま

ち
づ
く
り
座
談
会
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
希
望
す
る
区
や
団
体
は
、
ご

生
き
が
い
づ
く
り
を
促
進
す
る
と
と

も
に
、
第
34
回
全
国
健
康
福
祉
祭
神

奈
川
・
横
浜
・
川
崎
・
相
模
原
大
会

（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
か
な
が
わ
２
０

２
２
）
の
選
手
選
考
会
と
し
て
開
催

し
ま
す
。

応�

募
資
格　

県
内
に
在
住
す
る
60
歳

以
上
の
人
（
昭
和
38
年
４
月
１
日

以
前
生
ま
れ
の
人
）

競�

技　
全
12
種
目
＝
卓
球
、
テ
ニ
ス
、

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
ペ
タ
ン
ク
、
ゴ

ル
フ
、
弓
道
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
、
囲
碁
、
将
棋
、
健
康
マ
ー

ジ
ャ
ン

開
催
日
時　
５
月
上
中
旬

※
種
目
に
よ
り
日
程
が
異
な
り
ま
す
。

開
催
場
所　

　
米
子
市
を
中
心
に
開
催
予
定

募�

集
方
法　
所
定
の
参
加
申
込
用
紙

に
記
入
し
て
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵

送
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

募
集
期
限　
４
月
15
日
（
金
）

問�

い
合
わ
せ　
社
会
福
祉
法
人
鳥
取

県
社
会
福
祉
協
議
会
（
〒
６
８
９

ｰ

０
２
０
１　

鳥
取
市
伏
野
１
７

２
９
番
地
５
、
℡
０
８
５
７ｰ

５

９ｰ

６
３
３
２
、
FAX
０
８
５
７ｰ

５

９ｰ

６
３
４
０
）

　
町
で
は
、
体
験
農
園
を
開
設
し
て

お
り
、
次
の
内
容
で
利
用
者
を
募
集

し
ま
す
。
応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽

選
で
決
定
し
ま
す
。

【
は
わ
い
ふ
れ
あ
い
農
園
】

場
所　
は
わ
い
長
瀬
２
３
２
１
番
地
11

募
集
区
画　
１
区
画

　
各
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
つ
き
ま
し
て

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
状
況
に
よ
り
変
更
・
中
止
と
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
最
新
の
情
報

に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
担
当
窓
口
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
自
衛
官
候
補
生
】

資
格　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
人

募
集
受
付
期
間　

　
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

試�

験
日　
受
け
付
け
時
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

入
隊
時
期　
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問�

い
合
わ
せ　

　
自
衛
隊
鳥
取
地
方
協
力
本
部
倉
吉

地
域
事
務
所
（
℡
４
７ｰ

３
２
５
０
）

　

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
を
通
し

て
、
県
内
の
高
齢
者
同
士
の
交
流
の

輪
を
広
め
、
健
康
と
仲
間
づ
く
り
、

役
場
町
民
課
窓
口
延
長
日
時　
毎
週
水
曜
日　
17
時
15
分
～
19
時　
※
祝
日
を
除
く

内�

容　
証
明
書
発
行
、町
税・水
道
料
な
ど
の
出
納
業
務　
※
そ
の
他
の
業
務
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

くらしの情報
information

スマホで読める

『広報ゆりはま』

右のＱＲコードを読み
取り、アプリ「マチイ
ロ」をダウンロード！

募

集

お
し
ら
せ

自

衛

官

android 版

iOS 版

第
30
回
（
令
和
４
年
度
）
因
伯
シ
ル
バ
ー
大
会

体
験
農
園
の
利
用
者

中
学
生
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
補
助

ま
ち
づ
く
り
座
談
会

　昨年 11 月の「ゆりはま家族の日」に合わせて募集
していた家族をテーマにした俳句などの入賞作品が決
定しました。入賞作品は町ホームページに掲載してい
ます。たくさんのご応募ありがとうございました。
最優秀作品
【一般の部（俳句）】

農繁期　家族総出の　野良仕事（前田晴美さん）
【一般の部（川柳）】

家族とて　照る日曇る日　ある暮らし（松田信子さん）

【中学生の部（標語）】
コロナ禍で　家族の絆　再確認

（湯梨浜中学校１年　筏津健斗さん）
【小学生高学年の部（標語）】

楽しいな　家族と会話の　キャッチボール
（羽合小学校５年　岸本結愛さん）
【小学生低学年の部（標語）】

運動会　家族のおうえん　エネルギー
（東郷小学校３年　岸本梛果さん）

「ゆりはま家族の日」入選作品が決定 【問い合わせ】役場企画課（℡ 35-5311）
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大
施
餓
鬼
供
養
▼
13
時
30
分
～
中

将
姫
練
供
養
、
流
灌
頂
大
供
養
）

問
い
合
わ
せ　
九
品
山
大
伝
寺

　
（
℡
３
２ｰ

０
９
５
４
）　

　
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
、
地
域

の
人
な
ど
誰
で
も
気
軽
に
参
加
・
相

談
で
き
る
場
所
で
す
。
ミ
ニ
講
話

や
脳
ト
レ
、
体
操
な
ど
で
楽
し
く
交

流
し
ま
せ
ん
か
。
希
望
に
よ
り
個
別

相
談
も
で
き
ま
す
の
で
、
４
月
11
日

（
月
）
ま
で
に
役
場
長
寿
福
祉
課
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
時�　
４
月
13
日
（
水
）

▼ 

10
時
～
11
時
＝
健
康
ミ
ニ
講
話
、

脳
ト
レ
、
介
護
予
防
体
操

▼ 

11
時
～
11
時
30
分
＝
介
護
相
談

（
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
）

場�

所　

松
崎
駅
前
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
ど
れ
み

定
員　
先
着
15
人

問�

い
合
わ
せ　
役
場
長
寿
福
祉
課

　
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
８
）

日�

時　
４
月
11
日（
月
）～
28
日（
木
）

13
時
15
分
～
14
時
15
分

※
金
土
日
、
休
館
日
を
除
く

場�

所　
ゆ
ア
シ
ス
東
郷
龍
鳳
閣

参�

加
費　

入
館
料
が
必
要
で
す
。
水

着
の
レ
ン
タ
ル
は
２
０
０
円
で
す
。

問
い
合
わ
せ　
役
場
健
康
推
進
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
５
）

　　
障
が
い
の
あ
る
人
が
、
就
労
や
社

会
参
加
の
た
め
に
自
動
車
運
転
免
許

を
取
得
す
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

対�

象
者　

町
内
に
住
所
が
あ
り
、
身

体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
い
ず

れ
か
の
交
付
を
受
け
た
人
で
、
免

許
の
取
得
に
よ
り
就
労
な
ど
の
社

会
活
動
へ
の
参
加
に
効
果
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
人

助
成
額　
10
万
円
以
内

申�

請
期
限　
普
通
自
動
車
第
一
種
運

転
免
許
の
取
得
後
１
年
以
内

問�

い
合
わ
せ　
役
場
総
合
福
祉
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
４
）

　

歩
行
者
の
安
全
確
保
や
危
険
運
転

の
根
絶
を
目
指
し
、
４
月
６
日
（
水
）

か
ら
15
日
（
金
）
ま
で
春
の
全
国
交
通

安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の

運
動
は
、
交
通
ル
ー
ル
の
順
守
と
正

し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
づ

け
、
住
民
自
身
に
よ
る
道
路
交
通
環

境
の
改
善
に
取
り
組
む
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
自
動
車
を
運
転
す

る
際
は
、
目
視
確
認
を
確
実
に
行
い

制
限
速
度
を
順
守
の
上
、
必
要
に
応

じ
て
減
速
や
徐
行
を
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
歩
行
者
は
道
路
へ

の
飛
び
出
し
や
走
行
車
の
直
前
・
直

後
の
横
断
は
行
わ
な
い
な
ど
、
お
互

い
に
交
通
安
全
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　
役
場
総
務
課

　
（
℡
３
５ｰ

３
１
１
５
）

▼ 

動
力
運
搬
車
を
操
作
す
る
と
き
は

走
行
レ
バ
ー
の
進
行
方
向
を
確
認

し
ま
し
ょ
う

▼ 

体
調
が
悪
い
時
は
無
理
せ
ず
休
養

し
ま
し
ょ
う

問
い
合
わ
せ　
役
場
産
業
振
興
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
８
４
）

　　
認
知
症
な
ど
の
人
を
介
護
し
て
い
る

家
族
を
対
象
に
、
悩
み
事
の
相
談
や
仲

間
づ
く
り
、
情
報
交
換
を
行
い
ま
す
。

日
時　
４
月
27
日
（
水
）
10
時
～
12
時

※
11
時
30
分
か
ら
12
時
ま
で
個
別
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
の
で
、
事
前
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

場�

所　
中
央
公
民
館
羽
合
分
館

問�

い
合
わ
せ　
役
場
長
寿
福
祉
課

　
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
８
）

※
県
認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
℡

０
８
５
９ｰ

３
７ｰ

６
６
１
１
、
10
時

～
18
時
）
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
引
地
の
大
伝
寺
で
３
０
０
年
以
上

続
く
、
毎
年
旧
暦
の
３
月
14
日
と
15

日
に
行
わ
れ
る
会
式
で
す
。
中
将
姫

の
徳
を
敬
っ
て
の
練
り
供
養
に
続

き
、
流な

が
れ
か
ん
じ
ょ
う

灌
頂
の
供
養
が
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
本
堂
で
は
壮
大
な
先
祖
追
善

供
養
、
施せ

が

き

餓
鬼
供
養
も
行
わ
れ
ま
す
。

※
今
年
は
１
日
の
み
の
開
催
で
す
。

日�

時　

４
月
15
日
（
金
）
８
時
30
分

～
14
時
（
▼
10
時
お
よ
び
11
時
～

　
令
和
４
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

は
月
額
１
万
６
５
９
０
円
で
す
。
保

険
料
の
納
付
期
限
は
翌
月
末
で
す
。

納
付
に
は
、
便
利
な
口
座
振
替
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
納
付
が
困
難

な
と
き
は
、
保
険
料
の
免
除
・
猶
予

制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ　
役
場
健
康
推
進
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
２
）

　
日
本
年
金
機
構
倉
吉
年
金
事
務
所

　
（
℡
２
６ｰ

５
３
１
１
）

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取

り
や
更
新
に
平
日
に
来
庁
で
き
な
い

人
、
こ
れ
か
ら
カ
ー
ド
を
作
り
た
い

人
の
た
め
に
休
日
窓
口
を
開
設
し
ま

す
。
な
お
、
証
明
書
発
行
や
転
入
・

転
出
な
ど
の
住
所
異
動
手
続
き
を
行

う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

日
時　
４
月
29
日
（
金
・
祝
）

　
９
時
～
15
時

場
所　
役
場
町
民
課

取�

扱
業
務　
▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
受
け
取
り
、
申
請
▼
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
電
子
証
明
書
の
更
新

問
い
合
わ
せ　
役
場
町
民
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
１
９
）

　
農
業
機
械
の
運
転
・
操
作
時
の
安

全
確
認
を
行
い
、
安
全
装
置
を
確
実

に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

▼ 

ト
ラ
ク
タ
ー
に
乗
車
し
た
と
き
は

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う

消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル

　2022 年４月から成年年齢が 20 歳から 18 歳に引き下げられます。成年年齢に達すると、親の同意を得なくて
も自分の意思でさまざまな契約ができるようになります。契約にはさまざまなルールがあり、安易に契約を交わ
すとトラブルに巻き込まれる可能性があります。契約に関する知識や社会経験の少ない若者を狙う悪質な事業者
もいます。全国の消費生活センターなどに寄せられる相談を見ると、20歳代の相談件数は未成年者と比べて多く、
その契約金額も高額です。また、未成年者にはあまり見られなかった「エステティックサービス」などの美容に
関する相談や「内職・副業」「ファンド型投資商品」などの儲

もうけ

け話に関するトラブルが多く寄せられています。
　トラブルに遭わないために、契約する前にはよく考え、強引な勧誘には勇気を出してきっぱりと断りましょう。
また、困ったときは消費生活センターにご相談ください。
問い合わせ　役場産業振興課（℡ 35-5382）、中部消費生活センター（倉吉交流プラザ２階／℡ 22-3000）

18 歳から大人！～契約はしっかりと考えてから～

くらしの情報 information

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
休
日
窓
口

農
薬
ラ
ベ
ル
を
確
認
農
薬
を
正
し
く
使
う
た
め
、
ラ
ベ
ル
に
記
載
さ
れ
て
い
る
使
用
量
・
希
釈
倍
数
を
確
認
し
、

使
用
記
録
の
記
帳
を
行
い
ま
し
ょ
う
。【
問
い
合
わ
せ
】
役
場
産
業
振
興
課
（
℡
３
５ｰ

５
３
８
４
）

安
全
確
認
を
し
っ
か
り

家

族

の

つ

ど

い

催
し
も
の
➊

障
が
い
者
自
動
車
運
転
免
許
取
得
費
助
成

国
民
年
金
保
険
料
の
変
更

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

九く

品ほ
ん

山さ
ん

会

式

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ�

ど
れ
み

温
泉
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室
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コミュニティ助成事業

の
た
め
、
時
間
差
で
の
入
浴
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
混
雑

を
避
け
る
た
め
、
後
日
入
浴
で
き

る
入
浴
券
配
布
の
対
応
を
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
役
場
健
康
推
進
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
７
５
）

　

春
は
新
し
い
職
場
、
引
っ
越
し
な

ど
生
活
環
境
の
変
化
が
多
く
、
ス
ト

レ
ス
を
感
じ
や
す
い
時
季
で
す
。「
眠

れ
な
い
」「
体
調
が
優
れ
な
い
」「
食

欲
が
な
い
」
な
ど
、
不
安
を
１
人
で
抱

え
込
ま
ず
、
こ
の
機
会
に
保
健
師
や
栄

養
士
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
普

段
の
生
活
を
振
り
返
り
見
直
す
き
っ

か
け
づ
く
り
と
し
て
も
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
電
話
予
約
い
た
だ
く

と
、
ス
ム
ー
ズ
な
相
談
が
可
能
で
す
。

日
時　
４
月
26
日
（
火
）

　
13
時
30
分
～
16
時

場
所　
役
場
相
談
室
２
（
別
館
１
階
）

問
い
合
わ
せ　
役
場
健
康
推
進
課

　
（
℡
３
５ｰ
５
３
７
５
）

　
「
行
政
相
談
・
人
権
相
談
」
は
令

和
４
年
度
か
ら
「
特
設
人
権
・
行
政

相
談
所
」
に
移
行
し
ま
す
。「
心
配

ご
と
相
談
」
は
、
民
生
児
童
委
員
や

暮
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ゆ
り
は

ま
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）
に
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
法
律
】
※
要
事
前
予
約

日�

時　
４
月
13
日（
水
）13
時
～
15
時

日�

時　
毎
週
木
曜
日
10
時
～
11
時

場
所　
泊
体
育
館

内�

容　
リ
ズ
ム
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

※
プ
ラ
ス
５
分
「
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
講

座
」
を
し
ま
す
。

参�

加
費　
５
０
０
円

※
４
月
７
日
は
無
料

【
つ
み
た
て
貯
筋
運
動
は
わ
い
教
室
】

日�

時　
毎
週
金
曜
日

　
13
時
30
分
～
14
時
30
分

※
４
月
29
日
は
中
止

場
所　
中
央
公
民
館
羽
合
分
館

内�
容　
筋
力
ア
ッ
プ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

※
プ
ラ
ス
５
分
「
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ

講
座
」
を
し
ま
す
。

定
員　
15
人

参
加
費　
５
０
０
円

※
４
月
８
日
は
無
料

そ�

の
他　
は
わ
い
教
室
で
は
運
動
教

室
後
に
月
１
回
30
分
程
度
、
計
測

ま
た
は
栄
養
お
よ
び
健
康
講
座
を

開
催
し
ま
す
。
体
の
変
化
を
意
識

し
な
が
ら
食
事
に
も
気
持
ち
を
向

け
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
コ
コ
カ
ラ
運
動
教
室
】

日�

時　
毎
週
火
曜
日

　
19
時
30
分
～
20
時
30
分

※
４
月
26
日
は
中
止

場
所　
ゆ
ア
シ
ス
東
郷
龍
鳳
閣

内�

容　
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　
筋
力
ア
ッ
プ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

定
員　
15
人

参
加
費　
５
０
０
円

※
龍
鳳
閣
の
会
員
は
参
加
費
３
０
０
円

と
通
常
の
会
員
使
用
料
が
必
要
で
す
。

そ�

の
他　

教
室
終
了
後
に
中
国
風
呂

へ
の
入
浴
は
で
き
ま
す
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策

　
本
年
度
か
ら
新
た
に
「
つ
み
た
て

貯ち
ょ
き
ん筋
運
動
は
わ
い
教
室
」
を
毎
週
開

催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
各
つ
み
た
て
貯
筋
運
動
教
室
で

は
プ
ラ
ス
５
分
の
お
得
な
講
座
を
開

始
し
ま
す
。
ま
た
、
ゆ
り
は
ま
ヘ
ル

シ
ー
く
ら
ぶ
会
員
は
、
運
動
教
室
に

参
加
し
て
い
た
だ
く
と
、
次
の
と
お

り
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
ま
す
。

▼ 

つ
み
た
て
貯
筋
運
動
教
室
・
コ
コ

カ
ラ
運
動
教
室

＝
１
回
参
加
ご
と
に
10
ポ
イ
ン
ト

注�

意
事
項　
参
加
者
は
マ
ス
ク
着
用

を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
次
の

人
は
参
加
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

▼
体
調
の
悪
い
人
▼
基
礎
疾
患
の

あ
る
人
▼
参
加
日
か
ら
過
去
２
週

間
以
内
に
風
邪
症
状
の
あ
っ
た
人

▼
感
染
が
疑
わ
れ
る
人
が
身
近
に

い
る
人

※
運
動
教
室
は
、
い
ず
れ
も
当
日
受

け
付
け
で
先
着
順
で
す
。

【
つ
み
た
て
貯
筋
運
動
と
う
ご
う
教
室
】

日�

時　
毎
週
水
曜
日
14
時
～
15
時

場
所　
羽
衣
会
館

内�

容　
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
中
心

と
し
た
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど

※
プ
ラ
ス
５
分
「
体
の
ゆ
が
み
補
整

講
座
」
を
し
ま
す
。

定
員　
15
人

参
加
費　
５
０
０
円

※
４
月
６
日
は
無
料

【
つ
み
た
て
貯
筋
運
動
と
ま
り
教
室
】

場�

所　
中
央
公
民
館
羽
合
分
館

申�

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
暮
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ゆ
り

は
ま
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　
（
℡
３
５ｰ

２
３
５
１
）

日�

時
・
場
所　

▼
４
月
７
日
（
木
）
13
時
～
15
時

＝
中
央
公
民
館

▼
４
月
12
日
（
火
）
13
時
～
15
時

＝
中
央
公
民
館
羽
合
分
館

▼
４
月
19
日
（
火
）
13
時
～
15
時

＝
役
場
泊
支
所

問
い
合
わ
せ　
役
場
町
民
課

　
（
℡
３
５ｰ

５
３
１
９
）

　
専
門
相
談
員
が
消
費
生
活
に
関
す

る
相
談
に
無
料
で
対
応
し
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日�

時　
▼
火
曜
日
～
土
曜
日
＝
９
時

～
17
時
30
分
▼
月
曜
日
、
祝
日
の

翌
日
＝
８
時
30
分
～
17
時

※
月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日
は
電
話
相

談
の
み
に
な
り
ま
す
。

場�

所　

倉
吉
交
流
プ
ラ
ザ
２
階
（
倉

吉
市
駄
経
寺
町
１
８
７
番
地
１
）

問�

い
合
わ
せ　
中
部
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
（
℡
２
２ｰ

３
０
０
０
）

　
経
済
的
に
お
困
り
で
就
労
支
援
が

必
要
な
人
、
転
職
や
副
業
、
増
収
な

ど
を
希
望
す
る
人
は
ぜ
ひ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
当
日
の
受
け
付
け
も
可
能

で
す
が
、
な
る
べ
く
事
前
に
予
約
を

し
て
く
だ
さ
い
。

消

費

生

活

健

康

相

談

日

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
倉
吉
出
張
相
談

そ
う
だ
ん

催
し
も
の

ふ
れ
あ
い
総
合
相
談
所

特
設
人
権
・
行
政
相
談
所

➋

ゆ
り
は
ま
ネ
ッ
ト
の
不
具
合
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
▼
音
声
告
知
機
＝
役
場
企
画
課
（
℡
３
５ｰ

５
３
０
６
）

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
＝
鳥
取
中
央
有
線
放
送
㈱
（
℡
０
１
２
０ｰ

８
８ｰ

２
５
６
５
）

運

動

教

室

　このほど、旭区公民館が（一財）自治総合センターが宝くじの社会貢献
広報事業として行っている「コミュニティ助成事業」を活用して、エアコ
ンや冷蔵庫などの備品を整備しました。この事業は宝くじの収益金を財源
に、地域のコミュニティ活動の充実・強化を図ることにより、地域社会の
健全な発展と住民福祉の向上に寄与することを目的に実施するものです。
■問い合わせ　役場企画課（℡ 35-5311）

宝くじの助成金で備品を整備しました～旭区公民館～
コミュニティ助成事業
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

影
響
に
よ
り
、「
オ
ー
プ
ン
デ
ー
」
は
中

止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、
事
前
予
約
制
と
し
ま
す
。

予
約
に
つ
き
ま
し
て
は
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
（
℡
０
８
０ｰ

２
９
２
３ｰ

０
６
８
７
）に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
ぽ
か
ぽ
か
広
場
（
は
わ
い
こ
ど
も
園
）】

　
13
日
水
９
時
30
分
～
赤
ち
ゃ
ん
広
場

　
　
対
象
：
２
カ
月
～
６
カ
月
児

　
16
日
土
９
時
30
分
～
み
ん
な
で
遊
ぼ
う

　
　
会
場
：
文
化
会
館

　
19
日
火
９
時
30
分
～

　
　
は
じ
め
ま
し
て
の
会

　
　
会
場
：
羽
衣
会
館

　
20
日
水
９
時
30
分
～

　
　
プ
レ
＆
産
後
ｍ
ａ
ｍ
ａ
広
場

　

21
、
28
日
木
９
時
30
分
～
発
育
測
定

　
22
日
金
９
時
30
分
～

　
　
キ
リ
ン
公
園
で
遊
ぼ
う（
現
地
集
合
）

　
26
日
火
10
時
～
誕
生
会

　
27
日
水
９
時
30
分
～
ハ
イ
ハ
イ
広
場

　
　
対
象
：
６
カ
月
～
12
カ
月
児　
　

日�
時　
４
月
７
日
（
木
）、

　
５
月
２
日
（
月
）

※
時
間
は
い
ず
れ
も
13
時
30
分
か
ら

16
時
ま
で
で
す
。
ま
た
、
当
日
受
け

付
け
は
15
時
30
分
ま
で
で
す
。

相�

談
内
容　

職
業
紹
介
、
職
業
訓
練

に
係
る
相
談

場
所　
役
場
相
談
室
１
（
本
館
１
階
）

申�

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

役
場
総

合
福
祉
課
（
℡
３
５ｰ

５
３
９
０
）

【
休
日
急
患
診
療
】

　
▼
内
科
・
小
児
科
（
中
部
休
日
急
患

診
療
所
）
９
時
～
21
時
（
日
・
祝
）
▼

歯
科
（
中
部
歯
科
医
師
会
口
腔
衛
生
セ

ン
タ
ー
）
９
時
～
15
時
（
日
・
祝
）
▼

小
児
科
（
県
立
厚
生
病
院
）
10
時
～
13

時
15
分
（
日
・
祝
）

【
休
日
診
療
】

　
８
時
～
翌
朝
８
時
（
日
・
祝
）

病
院
名
と
担
当
（
内
科
・
外
科
）

　
３
日　
藤
井
（
内
）・
厚
生
（
外
）

　
10
日　
野
島
（
内
）・
清
水
（
外
）

　
17
日　
信
生
（
内
）・
北
岡
（
外
）

　
24
日　
垣
田
（
内
）・
野
島
（
外
）

　
29
日　
厚
生
（
内
）・
清
水
（
外
）

くらしの情報

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

休

日

診

療

日

information

オ
ー
プ
ン
デ
ー

件　数　　    　　件  　（  2）
死　者　　    　　人  　（  0）
重傷者　　    　　人  　（  1）
軽傷者　　    　　人  　（  1）

１
０
１
０

交通事故 ３月中まとめ（年間累計）

人　口    　　　　人　（－     4）
おとこ    　　　　人　（＋     3）
おんな    　　　　人　（－     7）
世帯数    　　　　戸　（＋     1）

16,624
7,980
8,644
6,413

人の動き ２月28日現在（前月比）

ごみの量 ２月（前年同月比）
家庭ごみ    　　　㌧  （- 10.5)185.2

【２月のごみ分別優秀集落】
松崎一、松崎二、松崎四、松崎五、藤津、方地、福永、
田畑二、国信、引地、麻畑、羽衣石、長和田、埴見、
佐美、光吉、新川、長瀬東部、上浅津、南谷、赤池、
上橋津、小浜、筒地、泊１、泊２、泊３、泊４、泊５

　４月以降「蛍光管」「乾電池」「充電池一体
型製品」は「有害ごみ」の日に出してください。
詳しくは日程表、分別冊子をご覧ください。

■「有害ごみ」分別収集が始まります

調 査 日
　４日
　７日
２１日
２７日

（前年２月：90~120cm）
透 明 度
１５０cm
１６０cm
１９０cm
１８０cm

東郷池透明度調査〔２月〕

もっと身近で
もっと豊かな
東郷池へ

【
す
ま
い
る
広
場（
花
見
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設
）】

　

18
日
月
、
13
日
、
20
日
、
27
日
水　

　
　
９
時
30
分
～

　
　
好
き
な
お
も
ち
ゃ
で
遊
ぼ
う

令和４年度イベント・健康づくり
カレンダーの内容一部変更

　「令和４年度湯梨浜町イベント・健
康づくりカレンダー」の 22 ページに
掲載している検診協力医療機関の「北
栄町 岡本医院」につきまして、当初
予定していた健康診査および各種が
ん検診は実施できなくなりました。
■問い合わせ　
　役場健康推進課（℡ 35-5375）

　原子爆弾被爆者に対する援護に
関する法律の一部改正により、次
の要件に該当する人は被爆者健康
手帳を受け取ることができます。
なお、申請期限はありませんが早
めの申請をお願いします。
■対象者要件
① 広島の「黒い雨」（1945 年８月

被爆者健康手帳の申請
６日の降雨）に遭ったこと

② 障害（11 種類の疾病）を伴う
一定の疾病にかかっていること

※例…造血機能障害を伴う疾病＝
再生不良性貧血、鉄欠乏症貧血など
■申請・問い合わせ
　県中部総合事務所倉吉保健所
 　（℡ 23-3145）
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ゆ
元気いっぱい！！

キッズ
りはま

R3.4.20 生まれ（長瀬西部）
（幸弥さん・菜々さん）

梅田��莉
り は ね

羽ちゃん
１歳のお誕生日おめでとう

ニコニコりねちゃんが大好きだよ
H30.4.23 生まれ（久留西）

（裕子さん）

牧野��美
み こ と

琴ちゃん
お兄ちゃん達に負けずたくましくなり
ました　強くて優しい美琴でいてね

HAPPY
BIRTHDAY!!

月生まれ
３.４

H30.3.25 生まれ（橋津）
（慎太郎さん・寛子さん）

山本��和
のどか

ちゃん
４歳おめでとう　プリンセスと歌が大好きな
のどかちゃん　毎日可愛い笑顔をありがとう

　住所・氏名・生年月日・保護者氏名・電話番号・
35 字程度のコメントを添えて、メールにて役場企
画課にお申し込みください。掲載後には、A4版の
拡大写真をプレゼントします。
※申し込み後５日以内に担当者からの受領報告が
ない場合は、役場企画課へご確認ください。
※ A4版の拡大写真は、画像が粗くなる場合があり
ます。

満４歳までのお子さんの写真を募集

【５月生まれの締め切り】４月７日木（先着順）

季節の野菜のマヨカレー和
あ

え
♪

Y
u
rih
a
m
a

広
報
ゆ
り
は
ま

2022

４

く
ち
ぶ
え

今日からはじめる減塩レシピ

血圧コントロールで健康を守る！

R3.4.18 生まれ（久留東）
（庸介さん・芽久実さん）

宮脇��澪
み お

央ちゃん
元気いっぱいニコニコみおくん　１歳
おめでとう　毎日楽しく過ごそうね

！！
！

　紛争やテロリズム、組織犯罪など世界にはさま
ざまな暴力があります。日本でも詐欺犯罪が巧妙
化し、DV、虐待の問題も後を絶ちません。また、
公正な社会の実現には政治に関心を持ち、関わっ
ていくことが大切です。
　SDGs は、国や町、企業だけが取り組んでも決
して目標を達成することができません。湯梨浜
町を持続可能で「住みやすく　魅力と活気あふ
れる　愛のまち」にするために、目標達成に向
けて一緒に取り組んでいきましょう。
■�私たちにできることは―　
▼  選挙に行くなど、積極的に政治に参加する
▼周りで暴力や虐待が行われていないか目を向ける
▼ SDGs に関するイベントなどに参加する
■問い合わせ　役場企画課（℡ 35-5304）

みんなで取り組む��SDGs Vol.12
16. 平和と公正をすべての人に

17.パートナーシップで
　���目標を達成しよう ■材料（２人分）

アスパラガス…60g、キャベツ
…60g、もやし…60g、カニ風
味かまぼこ…２本、マヨネー
ズ…大さじ１、カレー粉…小
さじ 1/2
■食塩相当量（１人分）　0.3g
■減塩ポイント　香辛料（カレー粉）を使う
■作り方
① アスパラガスは根元を少し切り落とし、固い部分

は皮をむき斜め切りにする。キャベツは短冊切り
にし、カニ風味かまぼこもほぐしておく。もやし
は洗ってザルにあげておく。

② ①をさっとゆでて水気を切る。
③ マヨネーズとカレー粉を混ぜ合わせ、②を入れて

和える。
■ワンポイントメモ
　広報ゆりはま１月号で「湯梨浜町民は高血圧に起
因した病気で治療をしている人が多い」とお知らせ
しました。その改善方法として、減量など根本的な
解決策を講じるには時間がかかりますが、まずは「血
管事故（血管疾病など）」を回避したいところです。
そこで、誰でも簡単にできるのが「減塩食」です。
本年度はおいしい減塩食をシリーズで紹介したいと
思います。
■問い合わせ　
　役場健康推進課（℡ 35-5375）

♪

♪

！ ♪

　
３
月
に
高
校
を
卒
業
し
た
妹
に

何
か
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
贈
ろ
う
と
し

ま
し
た
が
、
こ
れ
が
な
か
な
か
難

し
い
で
す
。
大
人
へ
の
第
一
歩
と

し
て
の
化
粧
品
、
お
祝
い
の
意
味

を
込
め
た
菓
子
折
、
そ
れ
と
も
無

難
な
花
束
…
？　

　
そ
こ
で
、
今
の
ト
レ
ン
ド
を
把

握
す
る
た
め
高
校
生
に
大
人
気
と

う
わ
さ
の
動
画
閲
覧
ア
プ
リ
「
Ｔ

ｉ
ｋ 

Ｔ
ｏ
ｋ
」
を
自
身
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
に
イ
ン
ス
ト
―
ル
し

て
み
ま
し
た
。
い
ざ
ア
プ
リ
を
起

動
し
「
高
校
生
」
で
検
索
し
て
み

る
と
…
高
校
生
の
男
の
子
が
女
の

子
に
告
白
し
て
い
る
動
画
が
出
て

き
ま
し
た
。
青
春
を
満
喫
し
て
る

な
ぁ
と
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
春
を

感
じ
た
の
で
し
た
。
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